
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
こ
と



質
の
高
い
文
化
芸
術
創
造
環
境
の
整
備

質
の
高
い
文
化
芸
術
活
動
は
、
区
民
の
創
造
性
を
刺
激
し
、
人
々
の
生
活
や
環
境
、
ひ
い
て
は
都
市
の
姿
に

革
新
を
も
た
ら
す
原
動
力
と
な
り
ま
す
。
創
作
活
動
の
た
め
の
環
境
を
整
備
し
、
そ
の
牽
引
力
と
な
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
支
援
し
、
多
様
な
文
化
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
島
区
の
文
化
芸
術
の
全
体
的
な
質

の
向
上
と
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

に
し
す
が
も
創
造
舎

廃
校
が
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
先
駆
的
存
在

　

に
し
す
が
も
創
造
舎
は
、
2
0
0
1（
平
成
13
）年
に
閉
校
し
た
豊
島
区
立
朝
日
中
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
を
そ
の

ま
ま
残
し
、
04
（
平
成
16
）年
8
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
す
。
豊
島
区
文
化
芸
術
創
造
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
、「
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン（
A
N
J
）」と「
芸
術
家
と
子
ど
も
た
ち
」の
2
つ
の

N
P
O
法
人
が
協
働
で
管
理
運
営
し
な
が
ら
、
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
読
み
聞
か
せ
、
地
域
の
人
々
と
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
や
体
育
館
は
慢
性
的
な
稽
古
場
不
足
に

悩
む
演
劇
・
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
が
継
続
的
に
専
有
で
き
る
稽
古
場
と
し
て
貸
出
し
、
体
育
館
は
劇
場
と
し
て
も
使

に
し
す
が
も
創
造
舎

［
所
在
地
］
豊
島
区
西
巣
鴨

4︲
9︲
1

［
施
設
概
要
］
稽
古
場
、
撮
影

ス
ペ
ー
ス
、
作
業
部
屋
、
プ
レ

イ
ル
ー
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ル
ー
ム
、
カ
モ
・
カ
フ
ェ
、
サ
ロ

ン
、
舞
台
芸
術
ア
ー
カ
イ
ブ
、

体
育
館

［
利
用
時
間
］
10
時
～
22
時
（
カ

モ
・
カ
フ
ェ
、
舞
台
芸
術
ア
ー

カ
イ
ブ
以
外
）

［
休
館
日
］
毎
月
第
4
水
曜
日
・

年
末
年
始
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わ
れ
て
い
ま
す
。

　

廃
校
転
用
の
先
進
事
例
と
し
て
、
ま
た
、
文
化
芸
術
に
お
け
る
行
政
と

N
P
O
と
の
協
働
と
い
う
面
で
も
、
そ
の
取
り
組
み
は
全
国
か
ら
注
目
を
集
め

続
け
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
ま
で
の
道
の
り

　

旧
朝
日
中
学
校
は
、
閉
校
後
、
私
立
高
校
に
約
2
年
間
有
償
で
貸
し
出
さ
れ
、

そ
の
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。一
方
、A
N
J
と「
芸

術
家
と
子
ど
も
た
ち
」の
2
つ
の
N
P
O
法
人
は
、
2
0
0
2（
平
成
14
）年
春
か
ら

2
年
間
に
わ
た
っ
て
豊
島
区
の
旧
千
川
小
で
地
域
の
人
た
ち
に
向
け
た
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
し
た

（
※
1
）。

　

2
0
0
3（
平
成
15
）年
9
月
、
豊
島
区
は
、
地
域
活
動
団
体
や
N
P
O
な
ど
地
域
社
会
と
関
わ
る
多
様
な
主
体
と

の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
協
働
事
業
提
案
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
そ
こ
で
A
N
J
と
芸
術
家
と
子
ど
も
た
ち
が

提
案
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
東
京
の
演
劇
状
況
に
お
い
て
、
稽
古
場
不
足
を
課
題
と
捉
え
て
い
た
A
N
J
は
、
廃
校

（
ま
た
は
区
内
遊
休
施
設
）を
利
用
し
た
稽
古
場
運
営
事
業
お
よ
び
創
造
・
発
信
を
担
う
芸
術
環
境
づ
く
り
を
、
芸
術
家

と
子
ど
も
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
ア
ー
ト
に
触
れ
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
で
き
る
チ
ル
ド
レ
ン
ズ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
事
業
を
実
施
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
こ
れ
が
協
働
推
進
委
員
会
の
審
査
を
通
り
、
同
年
4
月
に
新
設

※
1

当
時
、
豊
島
区
生
涯
学
習
課

学
校
開
放
係
が
管
轄
し
、
地
域

で
利
用
者
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、

地
域
に
開
放
さ
れ
て
い
た
。
2

つ
の
N
P
O
は
「
ア
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
千
川
」
と
い
う
名
称
で
協

議
会
に
登
録
。
「
ア
ー
ト
夏
ま

つ
り
」
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
、
地
域
と
の
交
流
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
た
。

親
子
の
た
め
の
「
ギ
ロ
ン
と
探
偵

の
い
る
２
年
１
組
」　

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

大
き
な
木
」

［
に
し
す
が
も
創
造
舎　

ロ
ゴ

マ
ー
ク
］

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
：

F
L
A
T
R
O
O
M
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さ
れ
た
文
化
デ
ザ
イ
ン
課
が
実
現
化
に
向
け
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
文
化
デ
ザ
イ
ン
課
で
は
、
豊
島
区
文

化
政
策
懇
話
会
か
ら
の
提
言
、「
質
の
高
い
芸
術
創
造
環
境
の
整
備
」を
ふ
ま
え
、「
豊
島
区
文
化
芸
術
創
造
支
援
事

業
」を
推
進
す
る
こ
と
を
決
定
、
両
N
P
O
と
、
旧
朝
日
中
を
拠
点
に
ど
う
い
っ
た
事
業
展
開
が
で
き
る
か
協
議
す

る
と
と
も
に
、
地
元
の
町
会
や
商
店
街
、
住
民
へ
の
説
明
を
重
ね
、
理
解
を
得
て
い
き
ま
し
た
。

　

2
0
0
4（
平
成
16
）年
8
月
、
豊
島
区
と
N
P
O
2
団
体
は
、「
文
化
芸
術
創
造
支
援
事
業（
旧
朝
日
中
学
校
）実
施
協

定
」お
よ
び
土
地
・
建
物
の
使
用
貸
借
契
約
を
締
結
。「
に
し
す
が
も
創
造
舎
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
区
は
、
消

防
設
備
保
守
の
ほ
か
施
設
の
存
続
に
係
る
非
常
の
場
合
の
修
繕
費
等
を
負
担
し
、
N
P
O
は
、
光
熱
費
、
水
道
費
、

人
件
費
、
警
備
委
託
ほ
か
、
施
設
運
営
に
係
る
経
費
を
負
担
す
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
区
は
文
化

政
策
の
一
環
と
な
る
創
造
環
境
づ
く
り
や
文
化
芸
術
拠
点
を
整
備
す
る
と
い
う
方
向
に
沿
っ
た
運
営
を
し
て
も
ら
う

こ
と
を
協
定
書
に
盛
り
込
み
、
つ
ね
に
区
と
N
P
O
が
話
し
合
い
な
が
ら
事
業
展
開
し
て
い
く
と
い
う
連
携
が
実
現

し
ま
し
た
。

地
域
再
生
計
画
の
認
定
に
よ
り
活
動
が
拡
充

　

2
0
0
0
年
代
前
半
、
六
本
木
や
汐
留
な
ど
、
都
心
を
中
心
と
し
て
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
次
々
と
具
体
化

し
、
都
市
間
競
争
が
激
化
す
る
な
か
、
豊
島
区
で
は
池
袋
を
は
じ
め
J
R
5
駅
の
乗
降
客
が
減
少
す
る
な
ど
、
繁
華

街
と
し
て
の
ま
ち
の
魅
力
が
低
下
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
希
薄
化
も
問
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
区
は
、
区
内
に
点
在
す
る
文
化
資
源
を
活
用
し
、
新
た
な
創
造
活
動
へ
結
び
つ
け
な
が
ら
、
魅

N
P
O
法
人 

ア
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン

2
0
0
0
年
設
立
。
「
芸
術
の

社
会
的
な
力
の
回
復
」
と
「
芸

術
と
社
会
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う

理
念
の
も
と
、
芸
術
文
化
の
活

性
化
お
よ
び
国
際
文
化
交
流
の

促
進
に
取
り
組
む
。
「
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
」
の
開

催
、「
に
し
す
が
も
創
造
舎
」

の
企
画
・
運
営
、
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
と
し
ま
ア
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
」
の
展
開
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
に

関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。

N
P
O
法
人 

芸
術
家
と
子
ど
も
た
ち

1
9
9
9
年
発
足
、
01
年

N
P
O
法
人
化
。
現
代
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
子
ど
も
た
ち
が

出
会
う
「
場
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
に
し
す
が
も
創

造
舎
を
拠
点
と
し
て
地
域
住

民
参
加
型
の
活
動
で
あ
る

「
A
C
T
I
O
N
!
」、
現
代

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
学
校
や
保
育

園
等
に
出
か
け
て
い
っ
て
ワ
ー
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力
と
価
値
を
兼
ね
備
え
た
活
力
あ
る「
文
化
芸
術
創
造
都
市
」を
築
く
こ
と
を
目
指
し
、
地
域
再
生
計
画「
文
化
芸
術

創
造
都
市
の
形
成
」を
策
定
、
2
0
0
4（
平
成
16
）年
12
月
に
最
初
の
内
閣
総
理
大
臣
認
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
補
助
金
で
整
備
さ
れ
た
公
立
学
校
の
廃
校
校
舎
等
の
弾
力
化
の
活
用
」が
認
め
ら
れ
、
転

用
に
伴
う
国
庫
補
助
金
の
返
納
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
再
生
計
画
は
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
措
置
の
追
加
を
順
次
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
活
用
し
、
豊
島
区
は

文
化
の
担
い
手
・
推
進
者
等
の
人
材
育
成
を
行
う「
文
化
芸
術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
支
援
事
業
」と「
地
域
再
生
に
資

す
る
N
P
O
等
の
活
動
支
援
」を
盛
り
込
ん
だ「
文
化
芸
術
創
造
都
市
の
形
成﹃
と
し
ま
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
バ
ス
﹄計
画
」

を
認
定
申
請
。
2
0
0
5（
平
成
17
）年
7
月
、
地
域
再
生
法
に
基
づ
く
内
閣
総
理
大
臣
認
定
を
受
け
、
に
し
す
が
も

創
造
舎
で
は
、
読
み
聞
か
せ
実
践
講
座
、
稽
古
場
体
験
講
座
、
子
ど
も
と
向
き
合

う
大
人
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
多
世
代
・
新
旧
住
民
が
ア
ー
ト
を
媒
介
に
交
流
す
る
場

づ
く
り
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
6（
平
成
18
）年
3
月
、
豊
島
区
は
地
域
再
生
計
画
の
さ
ら
な
る
支
援
措

置
追
加
を
申
請
し
、
そ
れ
に
よ
り
A
N
J
は
、
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
低
利
融
資

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
（
※
2
）、
体
育
館
の
改
修
が
実
現
。
防
音
の
た
め
の
屋

根
の
補
強
や
、
客
席
を
組
む
た
め
の
し
つ
ら
え
な
ど
、
劇
場
と
し
て
使
用
す
る
た

め
の
改
修
が
行
わ
れ
、
東
京
国
際
芸
術
祭（
現
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
ト
ー
キ
ョ
ー　
※
3
）の

ク
シ
ョ
ッ
プ
型
体
験
事
業
を
実

施
す
る
「
A
S
I
A
S
」、
子

ど
も
た
ち
が
主
役
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
舞
台
作
品
を
創
作
し
発
表
公

演
を
行
う
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

キ
ッ
ズ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
」
な
ど
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

劇
場
使
用
時
の
体
育
館

※
2

日
本
政
策
投
資
銀
行
と
、
地
元

の
金
融
機
関
、
巣
鴨
信
用
金
庫

が
協
調
融
資
す
る
も
の
だ
っ
た

が
、
条
件
と
し
て
単
年
度
の
契

約
期
間
を
長
期
に
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
文
化
デ
ザ
イ
ン
課
が

庁
内
の
調
整
を
行
っ
た
。
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会
場
と
し
て
使
用
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
密
着
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
地
元
と
の
つ
な
が
り
を

　

学
校
跡
施
設
は
区
民
に
と
っ
て
大
切
な
場
所
で
す
。
そ
の
場
所
を
文
化
発
信
と
い
う
目
的
の
た
め
に
N
P
O
が
運

営
主
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
区
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
が
区
の
文
化
政
策
に
と
っ
て
有
効
な
こ
と

だ
と
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
の
地
域
と
の
関
係
づ
く
り
は
課
題
で
し
た
。

　

旧
朝
日
中
学
校
が
あ
る
場
所
は
、
戦
前
、
大
都
映
画
の
巣
鴨
撮
影
所
が
あ
り
ま
し
た
。
2
0
0
4（
平
成
16
）
年
、

そ
の
大
都
映
画
で
活
躍
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
り
映
画
監
督
で
も
あ
っ
た「
ハ
ヤ
フ
サ
・
ヒ
デ
ト
」（
本

名
・
広
瀬
数
夫　

1
9
0
4
～
91
）の
足
跡
を
、
現
代
美
術
家
・
岩
井
成
昭
さ
ん
が
地

元
の
小
学
生
と
と
も
に「
ハ
ヤ
フ
サ
調
査
団
」を
結
成
し
て
た
ど
り
、
映
像
作
品

に
ま
と
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

映
像
作
品
と
と
も
に
ハ
ヤ
フ
サ
の
無
声
映
画
を
上
映
し
た
と
き
は
、
ハ
ヤ
フ

サ
を
知
る
80
歳
前
後
の
人
を
中
心
に
5
0
0
人
も
の
人
が
に
し
す
が
も
創
造
舎

に
詰
め
か
け
ま
し
た
。
地
域
の
記
憶
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
と
同
時
に
、
に
し
す

が
も
創
造
舎
が
多
く
の
人
に
認
知
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
し
た
。

　

そ
の
後
も
地
域
と
と
も
に
取
り
組
む
企
画
が
次
々
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
い
る
ま
ち
か
ど

﹃
検
証
す
が
も
愛
～
ハ
ヤ
フ
サ
・

ヒ
デ
ト
を
さ
が
し
て
﹄上
映
会

※
3

東
京
国
際
芸
術
祭（
T
I
F
）

1
9
8
8
年
に
「
東
京
国
際
演

劇
祭
＇88
池
袋
」
と
し
て
始
ま
り
、

02
年
に
「
東
京
国
際
芸
術
祭
」

に
改
称
。
国
際
的
視
野
に
立
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
舞

台
芸
術
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と

し
て
08
年
の
第
14
回
ま
で
継
続

し
た
。
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
ト
ー
キ
ョ
ー
（
F
/
T
）で
の
、
海
外
の
先
鋭
的
な
カ
ン
パ
ニ
ー
の
招
へ
い
公
演
と
、
子
ど
も

と
ア
ー
ト
が
出
会
う
よ
う
な
地
域
向
け
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
場
所
で
共
存
し

て
い
る
。
こ
れ
が
に
し
す
が
も
創
造
舎
の
特
徴
で
あ
り
強
み
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
今
後
、
に
し
す
が
も
創
造
舎
は
次
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
よ
り
い
っ
そ
う
強
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。「
グ
リ
グ
リ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や「
カ
モ
・
カ
フ
ェ
」は
ま
さ
に
そ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
多
様
な

世
代
に
向
け
た
も
の
、
世
代
間
交
流
の
促
進
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、＂
地
域
文
化
を
育
む
＂プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た「
ア
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」と
し
て
、
単
な
る
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
に
留
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
発
展
的
な
運
営
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
2
0
1
2（
平
成
24
）年
か
ら
始
ま
っ
た「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」や「
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ト
ー
ク
」は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
そ
の
創
作
活
動
の
過
程
や
成
果
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
や
メ
デ
ィ
ア
で
発

信
す
る
試
み
で
あ
り
、
稽
古
場
利
用
者
が
稽
古
期
間
中
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
稽
古
場
公
開
な
ど
を
実
施
で
き
る
よ

う
な
環
境
も
整
え
、
創
造
現
場
で
の＂
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
＂を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
活
動
の
連
携
・
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、
近
隣
の
区
・
県
に
あ
る
文
化
施
設
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
も
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
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体育館上演提携事業
提携事業として３公演を、体育館を会場に開催。

『ティンゲル・グリム』　2007年10月４日～14日
演出：串田和美　美術：宇野亜喜良
主催：（株）アートン／まつもと市民芸術館

『YAMANOTE ROMEO and JULIET』
2008年10月10日～19日
構成・演出：安田雅弘　
主催：山の手事情社

『血の婚礼』
2011年6月24日～7月30日
作：清水邦夫
演出：蜷川幸雄
主催・企画・製作：Bunkamura

東京国際芸術祭（TIF）
（2005 ― 2008年）

日本を代表する舞台芸術の国際的フェスティバル。
にしすがも創造舎もメイン会場のひとつとして国内
外の多くのアーティスト作品を発表してきた。

フェスティバル/トーキョー（F/T）
（2009年― ）　P52参照

オープンファクトリー
（ 2012年― ）

普段は公開されることが少ないアーティストの創作過
程を公開するプロジェクト。にしすがも創造舎に足を
運んでもらうきっかけとなる
よう、長期間の開催として
いる。

ファクトリートーク
（ 2012年― ）

アーティストが作品を生み出すまでのプロセスや芽生
えたばかりのアイデアを記録するプロジェクト。作品に
なる以前のアイデアや製作中に考えていること、作品
を創り終えて思うことなど、アーティストの現在進行形
の思考を収め、配信する。
http://www.youtube.
com/user/ARTSFAC
TORYchannel?featur
e=watch

Camo-Café(カモ・カフェ)　
（ 2008年― ）

“みんなで作っていくカフェ”
をキーワードにオープン当初
からさまざまなジャンルの
アーティストとともにイベント
やワークショップを開催。

エントランスプロジェクト
（ 2010年― ）

エントランス（玄関）にあるカフェや校庭などを中心に、
展開するプロジェクト。ジャ
ンルを限 定せず、気 軽に
アーティストや作品、空間
と出会う場づくりを目指し
ている。

アート夏まつり
（ 2007年― ）

地域の方々と子どもたちが、アートを体感して、発見、
交流が生まれる場所をつくり出していくことを目指す。

「子どもに見せたい舞台」
をはじめ、テーマにちなん
ださまざまなアートプログラ
ムを実施している。

子どもに見せたい舞台
（ 2007年― ）

子どもたちに舞台の楽しさを知ってもらいたい、劇場を
身近に感じてほしいとの思いから始まった企画。アー
ト夏まつりのメインプログ
ラムとして公演。2010年
からは０歳児の入場も可
能に。

©IIDA Kenki

©Kurihara Osamu
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【主なプロジェクト】

リーディング講座・リーディングフェスティバル
（2005 ― 2011年/以降区内で展開）

リーディングの魅力とそのスキルを学び、リーディング・
ボランティア活動に活か
せる講座を開講。演出家・
俳優から「聞き手に届く」
方法やリーディングのポイ
ントを学んでいく。

子どもと向き合う大人のためのワークショップ
（2005 ― 2008年）

音楽、ダンス、演劇等各芸術分野の第一線で活躍
し、子どもワークショップの経験も豊富なアーティスト
を講師に迎え、今までとは
少し違った「子どもとの向
き合い方」を学び、日々の
活動や実践のヒントにして
もらうワークショップ。

「子どものいるまちかど」
（2004 ― 2008年）

アサヒビール（株）と「芸術家と子どもたち」がアート
の視点から子どもたちを中心とする地域への関心の
掘り起こしや、新旧住民、世代を越えた地域住民同
士のつながりを誘発しなが
ら、「都市におけるコミュニ
ティの再生」「新たな地域価
値創造」を考えていく実験
的共同アートプロジェクト。

「子どもとつくる舞台」
（2005 ― 2008年）

NECと「芸術家と子どもたち」がパートナーシップを
結び、2003年からシリーズで取り組んできたプロジェ
クト。ワークショップを通じ
て、子どもたちがアーティス
トと一緒に本格的な舞台
作品を創作、上演した。

舞台芸術アーカイブ
（ 2006年― ）

演劇・ダンス関連資料、雑誌に加え、アート関連書籍
や絵本を多数そろえた資料室。初心者から舞台芸術
について専門的に学びた
い人まで、幅 広く対 応す
る。一部の資料は、カモ・
カフェやサロンなどの共有
スペースで閲覧可能。

Greeting Greens ～グリグリ・プロジェクト～ 
（2005年 ― ）

“グリーン（植物）＋アート”をテーマに、畑づくりを通じ
て多世代の人が出会い、
多様なコミュニケーション
と、新しいコミュニティの
形成を目指す地域交流型
プロジェクト。

親子のための「ギロンと探偵のいる２年１組」
（ 2006年― ）

絵本やおもちゃを揃えたプレイスペース「ギロンと探
偵のいる２年１組」を会場に、親子・家族が一緒に楽
しめるアーティスト・ワーク
ショップやえほんの会・ライ
ブなどを実施。

演劇上演プロジェクト
（2005 ― 2007年）

にしすがも創造舎で創作された作品上演を行うプロジェ
クトとして開始。体育館はオープン以来稽古場等として
利用されてきたが、2005年のTIFを機に公演の場とし
ての活用を開始し、同時に演劇上演プロジェクトvol.0

「昏睡」上演が行われた。
その後、vol.5まで継続し、
07年夏以降は子どもに見
せたい舞台やF/T公演とし
ての上演に発展した。

©Masahiro Hasunuma
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
ト
ー
キ
ョ
ー
（
F
/
T
）

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
ト
ー
キ
ョ
ー
は
、
池
袋
界
隈
の
文
化
拠
点（
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
、
に
し
す
が
も
創
造
舎
、
東
京
芸
術
劇

場
）を
中
心
に
開
催
す
る
、
日
本
最
大
の
舞
台
芸
術
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。
国
内
外
か
ら
集
結
し
た
先
鋭
的
な

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ら
で
は
の
参
加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

　

A
N
J
が
主
催
し
て
き
た「
東
京
国
際
芸
術
祭
」が
、
東
京
都
、
豊
島
区
等
の
行
政
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、
演
劇
・

ダ
ン
ス
を
中
心
に
新
作
・
世
界
初
演
を
含
む
公
演
を
行
う
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
祭
典
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、
2
0
0
9（
平
成
21
）
年
２
月
に
ス
タ
ー
ト
。
同
年
9
月
か
ら
秋
開
催
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
1
2
0
作
品
、

30
万
人
を
超
え
る
観
客
／
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。
13
年
以
降
も
引
き
続
き
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

開
催
期
間
中
は
池
袋
周
辺
が
F
/
T
カ
ラ
ー
の
フ
ラ
ッ
グ
で
彩
ら
れ
、
東
京
芸
術
劇
場
前
や
池

袋
西
口
公
園
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
す
。

　

２
０
１
２（
平
成
24
）年
に
は
、
豊
島
区
が
F
/
T
事
業
を
含
む
4
事
業
で「
池
袋
/
と
し
ま
/
東

京
ア
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」を
立
ち
上
げ
、
文
化
庁
の
助
成（
平
成
24
年
度
地
域
発
・
文
化
芸
術
創
造

発
信
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
事
業
）を
得
ま
し
た
。
ま
さ
に
豊
島
区
が
F
/
T
を
中
心
と
し
た
地
域
の
活
性
化

と
、
国
際
的
文
化
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
証
と
な
っ
て
い
ま
す
。

F
/
T 

12

た
っ
た
ひ
と
り
の
中
庭

ジ
ャ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
・
ブ
リ
ュ
イ

エ
ー
ル
/
L
F
K
s

©
 Yohta K

ataoka

主
催
：
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
ト
ー

キ
ョ
ー
実
行
委
員
会

東
京
都
、
豊
島
区
、
東
京
文
化
発

信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
・
東
京
芸
術

劇
場
《（
公
財
）
東
京
都
歴
史
文

化
財
団
》、（
公
財
）と
し
ま
未
来

文
化
財
団
、
N
P
O
法
人
ア
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
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　区制施行80周年、誠におめでとうございます。

　私は2008年から、としま文化フォーラム顧問として豊島区の文化政策に携わらせてい

ただいていますが、都市が持つ可能性、即ち都市力は、その都市の文化度の高さと比例し

ていると感じます。もちろん、大きな都市が文化を包容する力を持つことは当然ですが、

豊島区はそうした中でも、とりわけ文化度が高いと常々感じています。これは、産官学民

が一体となってつくりだした賜物であり、押し付けではないからこそ、長く、そして大き

く続くものだと思います。

　生活、つまり地域の中に文化があることで、人は地域とつながり、それにより自分の住

む地域に誇りをもつことができます。ですから、魅力ある地域づくりのためには、文化活

動は大変重要なことなのです。

　昭和初期から戦後にかけて、池袋周辺に若い芸術家が移り住み、創作に励み、友情を育

んだコミュニティは、芸術家が集まっていたパリのモンパルナス地区にちなみ、「池袋モ

ンパルナス」と呼ばれました。その精神を引継ぎ、現在では「新池袋モンパルナス西口ま

ちかど回遊美術館」などの取り組みも行われていますが、こういった地域が一体となった

草の根での文化への取り組みが、施設などの形だけでない、心の部分での力強い文化の醸

成に必要なのです。

　生活の中に文化があり、そこで生活する人々が文化によって地域に誇りをもつこと。こ

れからの日本社会が必要なことを、豊島区はまさにさきがけとなって取り組んでいます。

文化は社会を形成する人々の知恵の総体です。昨今、日本経済は厳しい環境下におかれて

いますが、文化への取り組みは、経済再生を含めた社会創造への力の源泉となるものだと

私は確信しています。

　また、この高いレベルの文化を区の財政と両立させていることも、注目すべきことです。

これは街を愛し、文化を愛する高野区長のたぐいまれなる行政手腕によるところが大きい

ことは間違いありません。

　区制80周年は通過点です。これをジャンピングボードにして、これからの90周年、100

周年に向け、産官学民で作り上げた文化をさらに習熟させ、東京を、日本を引っ張ってい

くことを期待しています。

文化で日本を引っ張っていく

東京芸術劇場館長　アサヒグループホールディングス㈱相談役　福地茂雄
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開
設
ま
で
の
経
緯

　
「
み
ら
い
館
大
明
」は
、
２
０
０
５（
平
成
17
）年
３
月
末
に
閉
校
し
た
豊
島
区
立
大
明
小
学
校
の
跡
施
設
を
利
用
し
、

同
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
生
涯
学
習
施
設
で
す
。「
地
域
づ
く
り
」と「
学
び
」を
事
業
の
柱
に
、
地
域
の
サ
ー
ク

ル
や
勉
強
会
、
周
辺
大
学
の
劇
団
等
、
団
体
へ
の
施
設
の
貸
出
、
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
子
ど
も
・
若
者
・

シ
ニ
ア
向
け
の
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
国
際
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

管
理
・
運
営
し
て
い
る
の
は
、
地
元
住
民
の
有
志
が
立
ち
上
げ
た
N
P
O
法
人
い
け
ぶ
く
ろ
大
明
で
す
。
代
表
の

杉
本
カ
ネ
子
さ
ん
は
長
く
こ
の
地
で
美
容
室
を
営
み
、
日
頃
か
ら
地
域
の
人
た
ち
と
接
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
７

（
平
成
９
）年
１
月
に
策
定
さ
れ
た「
豊
島
区
立
小
・
中
学
校
の
適
正
化
第
一
次
整
備
計
画
」に
基
づ
き
、
大
明
小
学
校

の
閉
校
が
決
ま
る
と
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
多
く
の
声
が
上
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
一
番
の
心
配
は
地
域
の
防
災
拠
点
が
な
く
な
る
こ
と
へ
の
不
安
で
し
た
。
私
は
92（
平
成
４
）年
か
ら
、
学
校
の
空
き

教
室
を
積
極
的
に
地
域
に
提
供
す
る
と
い
う
豊
島
区
の
取
り
組
み
で
あ
る
学
校
開
放
運
営
委
員
会
で
活
動
し
て
い
た

の
で
す
が
、
災
害
時
の
避
難
所
が
な
く
な
っ
た
ら
困
る
、
売
却
せ
ず
、
地
域
の
人
に
貸
し
出
す
よ
う
に
し
て
も
ら
え

み
ら
い
館
大
明

［
管
理
運
営
］

N
P
O
法
人

い
け
ぶ
く
ろ
大
明

［
所
在
地
］
豊
島
区
池
袋

3 −

30−

8

［
施
設
概
要
］

︿
1
階
﹀
オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
、

レ
ク
ル
ー
ム
、
会
議
室
、
和
室
、

小
和
室
、
文
化
教
室

︿
2
階
﹀
体
育
館
、
会
議
室
、

小
会
議
室
2
室
、
パ
ソ
コ
ン

ル
ー
ム
、
工
作
室

︿
3
階
﹀
音
楽
室

［
開
館
時
間
］
9
時
～
21
時

［
休
館
日
］
年
末
年
始
（
12
月

28
日
～
1
月
4
日
）、
保
守
点

検
の
た
め
に
臨
時
に
休
館
す
る

場
合
あ
り

み
ら
い
館
大
明

施
設
に
愛
着
を
も
っ
た
、
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
管
理
運
営
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な
い
か
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で﹃
大
明
小
学
校
廃
校
後
の
施
設
を
考
え
る
会
﹄を
発
足
し
、

03
（
平
成
15
）年
7
月
、
豊
島
区
議
会
へ﹃
既
存
施
設
を
利
用
し
て
高
齢
者
施
設
、
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
、
乳
幼
児
と
親
、

小
学
生
、
中
高
生
の
集
ま
れ
る
場
所
に
し
て
ほ
し
い
。
事
業
の
立
ち
上
げ
・
運
営
は
N
P
O
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
行
う
﹄と
し
た
請
願
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
」

　

そ
の
後
杉
本
さ
ん
は「
大
明
小
学
校
跡
施
設
検
討
組
織
発
足
準
備
会
」を
組
織
。「
大
明
小
学
校
跡
施
設
活
用
協
議

会
」を
開
催
、
８
回
の
検
討
会
を
経
て
報
告
書
を
ま
と
め
、
2
0
0
5（
平
成
17
）年
４
月
（
※
1
）、
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

①
施
設
等
の
無
償
借
用
、
②
独
立
採
算
に
よ
る
施
設
運
営
、
③
地
域
住
民
に
よ
る
運
営
管
理
を
前
提
と
し
、
生
涯
学

習
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
豊
島
区
の
目
指
す「
住
民
に
最
も
身

近
な
自
治
体
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
参
画
と
協
働
に
よ
る﹃
わ
か
り
や
す
い
区
政
﹄﹃
区
民
の
目
線
で
の
行

政
運
営
﹄に
合
致
、
計
画
は
大
き
く
動
き
出
す
こ
と
に
。
近
く
に
あ
っ
た
豊
島
区
立
青
年
館
が
老
朽
化
で
閉
鎖
さ
れ

る
こ
と
も
背
景
に
あ
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は「
大
明
小
学
校
跡
施
設
運
営
協
議
会
」に
移
行
し
、
区
と
の
間
で
協
議
を
重
ね
る
一
方
、「
い
け
ぶ
く

ろ
大
明
」と
し
て
N
P
O
法
人
を
申
請
。
同
年
９
月
、「
大
明
小
学
校
跡
施
設
の
地
域
住
民
に
よ
る
自
主
管
理
運
営
に

関
す
る
協
定
書
及
び
使
用
貸
借
契
約
」を
締
結
（
※
2
）。「
み
ら
い
館
大
明
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

※
1 

内
閣
府
の
地
域
再
生
計
画
「
文

化
芸
術
創
造
都
市
の
形
成﹃
と

し
ま
ア
ー
ト
キ
ャ
ン
バ
ス
﹄
計

画
」
の
認
定
を
受
け
る
。

公
募
に
よ
り
決
ま
っ
た
み
ら
い

館
大
明
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

※
2 

当
初
は
、
社
団
法
人
豊
島
医
師

会
に
使
用
許
可
し
て
い
る
部
分

及
び
共
用
部
分
＝
A
を
除
く

1
・
2
階
部
分
に
つ
い
て
の
も

の
。
2
0
0
6
年
6
月
か
ら
校

舎
３
階
部
分
、
同
年
9
月
か
ら

A
も
含
め
て
無
償
貸
付
し
、
利

用
者
へ
の
共
用
を
開
始
。

55



運
営
体
制
と
、
地
域
へ
の
波
及
効
果

　

ス
タ
ッ
フ
は
常
勤
２
名
、
非
常
勤
２
名
、
窓
口
ス
タ
ッ
フ（
パ
ー
ト
）
10
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
運

営
を
支
え
て
い
る
大
き
な
力
が
、
約
20
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

「
卒
業
生
と
学
校
の
元
主
事
の
方
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
り
、
草
む
し
り
、
窓
や
廊
下
な
ど
の
清
掃
を
率
先

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
学
校
へ
の
愛
着
と
い
う
の
が
大
き
い
で
す
ね
。﹃
大
明
小
学
校
跡
施
設

検
討
組
織
発
足
準
備
会
﹄立
ち
上
げ
に
あ
た
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
資
金
１
万
円
を
持
っ
て
来
て
く
れ
る
人
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
私
を
入
れ
て
50
人
が
集
ま
り
ま
し
た
が
、
う
ち
20
人
が
卒
業
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
の
で
す
。﹃
自
分
た
ち
の
思
い
出
を
な
く
し
ち
ゃ
い
け
な
い
﹄と
い
う
思
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
」

　

利
用
者
・
登
録
団
体
は
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。「
安
価
な
料
金
と
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
さ
、
ま
た
、
利
用

者
の
条
件
を
区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者
と
限
定
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
都
内
だ
け
で
な
く
近
県
か
ら
も
申
し
込

み
が
あ
り
、
稼
働
率
は
い
い
で
す
。
長
期
利
用
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
割
引
、
マ
イ
ク
や
椅
子
な
ど
の
備
品
を
無
償
で
貸

す
と
い
う
使
い
勝
手
の
よ
さ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
人
件
費
を
圧
縮
し
て
い
る
の
も
あ
り
ま
す
が
、
黒
字
経
営
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

み
ら
い
館
大
明
と
い
う
生
涯
学
習
の
拠
点
が
で
き
た
こ
と
で
、
住
民
が
地
域
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
り
、

住
民
同
士
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
季
節
イ
ベ
ン
ト
も
、
年
々
口
コ
ミ
で

参
加
者
が
増
え
て
い
ま
す
」

2
0
1
1
年
8
月
に
開
催
さ
れ

た
「
生
ご
み
先
生
の
お
い
し
い

食
育
革
命
」

食
と
子
育
て
に
関
す
る
内
容
で
、

新
規
参
加
者
を
開
拓
し
た

毎
年
盛
況
の
さ
く
ら
ま
つ
り
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大
人
数
の
団
体
や
テ
レ
ビ
、
映
画
の
ロ
ケ
で
使
用
す
る
業
者
に
は
、
地
元
の
お
弁
当
や
仕
出
し
を
利
用
す
る
よ
う

促
し
た
り
、
季
節
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
池
袋
坂
下
商
店
街
に
模
擬
店
の
出
店
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に

も
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
住
宅
地
と
い
う
場
所
柄
、
近
隣
へ
の
騒
音
な
ど
神
経
を
使
う
こ
と
も
多
い
そ
う

で
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
本
格
開
設
に
向
け
て

　

豊
島
区
は
、
2
0
1
6（
平
成
28
）年
度
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
N
P
O
法
人
の
取

り
組
ん
だ
成
果
を
活
か
し
、
み
ら
い
館
大
明
に
オ
ー
プ
ン
す
る
計
画
で
す
。

　

体
験
型
の
講
座
の
実
施
や
、
講
座
を
き
っ
か
け
に
参
加
者
が
自
主
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
た
り
す
る
な
ど
、
一
定
の

成
果
は
あ
り
ま
し
た
が
、
主
力
と
な
る
講
座
や
事
業
を
拡
大
す
る
こ
と
が
課
題
だ
と
杉
本
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　
「
リ
ピ
ー
タ
ー
は
多
い
の
で
す
が
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
展
開
が
な
か
っ
た
り
、
も
っ
と
地
域
と
連
携
し
た
企

画
を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
７
年
間
で
地
域
に
浸
透
し
た
と
い
っ
て
も
、
ふ
ら
り
と
立

ち
寄
っ
て
く
れ
る
人
は
少
な
い
。
集
客
や
告
知
、
利
用
団
体
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
も
課
題

で
す
ね
。
ま
た
、
今
後
は
若
者
支
援
事
業
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、
将
来
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

本
格
開
設
に
向
け
て
、
実
現
可
能
性
や
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
増

や
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

©
 Takashi K

akinum
a

「
み
ら
い
館
大
明
ま
つ
り
」
で

の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

様
子
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みらい館大明　年度別収支

収入合計 支出合計 収支

45,000,000円

40,000,000円

35,000,000円

30,000,000円

25,000,000円

20,000,000円

15,000,000円

10,000,000円

5,000,000円

0円
17年度

1,519,280

18年度

2,107,585

19年度

688,039

20年度

5,897,616

21年度

4,694,412

22年度

4,247,542

23年度

2,065,194

 17年度は
 10月～3月の
 半年稼働

17年度

6,371,606

2,764,720

1,640,862

808,000

621,820

536,204

4,852,326

1,519,280

20年度

45,010,397

19,774,830

11,132,500

10,184,000

1,156,936

2,762,131

39,112,781

5,897,616

21年度

44,132,790

17,194,760

12,077,600

10,704,000

1,583,900

2,572,530

39,438,378

4,694,412

22年度

43,966,268

18,736,490

10,516,965

10,404,000

1,560,000

2,748,813

39,718,726

4,247,542

23年度

42,163,361

18,043,850

10,577,500

9,114,000

1,803,750

2,624,261

40,098,167

2,065,194

収入合計

〈内訳〉　
施設貸出（一般貸出）

施設貸出（撮影）

施設貸出（長期利用）

講座等事業収入

その他

支出合計

収支

18年度

37,942,910

19,019,692

9,530,180

6,003,800

1,364,500

2,024,738

35,835,325

2,107,585

19年度

42,671,216

18,704,180

9,688,900

10,644,000

941,200

2,692,936

41,983,177

688,039
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「
学
び
」事
業

み
ら
い
館
大
明
の
事
業
体
系

若
者
支
援
／
対
象
：
高
校
生
〜
20
歳
代
の
若
者
（
協
働
者
・
豊
島
区
、

N
P
O
法
人
N
E
W 

V
E
R
Y
／
豊
島
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
モ
デ
ル
事
業
）

● 

お
と
な
大
学

参
加
型
の
講
座
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
お
と
な
や
同
世
代
の
若
者
と
学
び
あ
い
、

社
会
の
中
で
自
立
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る

● 

B
o
o
k 

C
a
f
e
た
い
め
い　

２
０
１
３
年
度
よ
り
旧
図
書
室
を
活
用
し
実
施
予
定

生
涯
学
習
／
対
象
：
全
年
齢
（
主
に
シ
ニ
ア
を
想
定
） 

● 

講
座
!　

み
ら
い
館
大
明
小
学
校

大
人
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
国
語
、
算
数
、
理
科
、
社
会
、
音
楽
、
体
育
な
ど
を
学
ぶ

新
し
い
学
び
に
関
心
を
も
つ
入
り
口
、
学
び
を
共
有
す
る
仲
間
づ
く
り

● 

文
化
に
関
す
る
講
座
・
セ
ミ
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室
、
俳
句
、
朗
読
、
語
学
、
食
に
関
す
る
講
座
な
ど

国
際
交
流
／ 

対
象
：
豊
島
区
在
住
の
外
国
人
及
び
地
域
住
民 

● 

異
文
化
体
感
イ
ベ
ン
ト
（
協
働
者
・
N
P
O
法
人
メ
コ
ン
ク
ラ
ブ
）

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
文
化
を
楽
し
く
体
感
す
る
こ
と
で
、
異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る

● 

日
本
語
サ
ー
ク
ル

豊
島
区
在
住
外
国
人
が
地
域
に
入
る
き
っ
か
け
づ
く
り

子
ど
も
の
健
全
育
成
／ 

対
象
：
幼
児
〜
小
・
中
学
生

●  

い
け
ぶ
く
ろ
自
然
ク
ラ
ブ
（
協
働
者
・
N
P
O
法
人
と
し
ま
N
P
O
推
進
協
議
会
）

自
然
体
験
や
他
世
代
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
感
受
性
や
行
動
力
を
身
に
つ
け
る

● 

子
ど
も
モ
ノ
づ
く
り
学
校

も
の
づ
く
り
体
験
を
通
じ
て
表
現
力
、
問
題
解
決
能
力
を
育
む

「
地
域
づ
く
り
」事
業

施
設
貸
出
事
業

［ 

地
域
の
拠
点
づ
く
り
と
み
ら
い
館
大
明
の
運
営
を
支
え
る
収
益
源 

］

地
域
の
サ
ー
ク
ル
団
体
、
周
辺
大
学
の
劇
団
等
の
活
動
場
所
、
小
学
校
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
た
映
画
や
ド
ラ
マ
な
ど
へ
の
撮
影
場
所
の
提
供

防
災
の
拠
点

［ 

災
害
時
の
避
難
場
所
、
防
災
活
動
の
実
施 

］

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

［ 

住
民
が
地
域
に
関
わ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
、
住
民
同
士
の
交
流 
］

● 

季
節
ご
と
の
イ
ベ
ン
ト

４
月
の
さ
く
ら
ま
つ
り
、
8
月
の
花
火
大
会
、
10
月
の
み
ら
い
館
大
明
ま
つ
り
、

１
月
の
お
正
月
こ
ど
も
ま
つ
り

● 

映
画
上
映
会

シ
ニ
ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
映
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
大
明
シ
ネ
マ
」、
若
者
向
け
映
画
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
T
a
i

m
e
i
シ
ア
タ
ー
」

● 

朗
読
ま
つ
り
や
演
劇
ま
つ
り
な
ど
の
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
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あ
う
る
す
ぽ
っ
と
（
豊
島
区
立
舞
台
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
）
と

豊
島
区
立
中
央
図
書
館

劇
場
と
図
書
館
が
一
体
と
な
っ
て
新
た
な
価
値
を
創
造

　

2
0
0
7
（
平
成
19
）
年
、
東
池
袋
4
丁
目
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た

「
ラ
イ
ズ
シ
テ
ィ
池
袋
」
内
の
ラ
イ
ズ
ア
リ
ー
ナ
ビ
ル
に
、「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
（
豊
島
区
立
舞
台
芸
術
交

流
セ
ン
タ
ー
）」
と
、「
豊
島
区
立
中
央
図
書
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
（
※
）。
と
も
に
単
な
る
公
共
サ
ー

ビ
ス
施
設
で
は
な
く
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
、
新
た
な
価
値
を
創
造
し
発
信
す
る
拠
点
と
な
る

劇
場
+
図
書
館
が
一
体
化
し
た
施
設
で
す
。

　
「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
」
は
ビ
ル
の
2
、
3
階
に
位
置
し
、
3
0
1
人
収
容
の
劇
場
を
中
心
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
の
自
主
企
画
公
演
を
は
じ
め
、
内
外
の
優
れ
た
劇
団
や
文
化
芸
術
団
体
と
の
提
携
・

共
催
に
よ
る
タ
イ
ア
ッ
プ
公
演
や
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
の
教
育
普
及
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
中
央
図
書
館
」
は
ビ
ル
の
4
、
5
階
に
あ
り
、
平
日
夜
10
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
1
年
足
ら

ず
で
、
来
館
者
1
0
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
劇
場
の
公
演
に
合
わ
せ
て
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
ス
タ
ッ
フ
が
関
連

図
書
の
展
示
を
行
っ
た
り
、
図
書
館
所
蔵
の
関
連
資
料
を
劇
場
内
の
ホ
ワ
イ
エ
に
展
示
し
た
り
と
、
両
施
設
の
連

携
を
行
い
、
相
乗
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

※
「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
」
の

床
面
積
は
2
9
3
1
・
1
9
㎡
、

「
中
央
図
書
館
」
の
床
面
積
は

3
0
6
5
・
4
7
㎡
、
両
施
設

の
床
取
得
価
格
は
69
億

9
1
3
7
万
3
0
0
0
円
。
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舞
台
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
の
役
割　
　

     

　
　

  

粕
谷
一
希

　

劇
場
と
図
書
館
が
今
の
場
所
に
移
っ
て
き
て
、
本
当
に
賑
や
か
に
な
っ
た
。
今
は
離
れ
て
い
る
が
日
出
小
学
校
跡
に
本
庁
舎
が
移

る
2
0
1
5（
平
成
27
）年
に
は
、
東
通
り
か
ら
ジ
ュ
ン
ク
堂
本
店
ま
で
も
っ
と
賑
や
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
ち
の
中
心
が
移
動
す

る
わ
け
だ
。
そ
れ
に
21
世
紀
型
の
ト
ラ
ム
・
カ
ー
（
路
面
電
車
）が
走
り
出
せ
ば
池
袋
全
体
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

　

東
京
の
国
会
図
書
館
が
1
日
1
0
0
0
人
、
中
央
図
書
館
が
3
0
0
0
人
、
そ
の
来
館
者
の
数
の
多
さ
が
わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の

だ
。
舞
台
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
も
ほ
ぼ
1
0
0
%
の
稼
働
率
だ
と
い
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
何
を
中
心
に
つ
く
る
か
で
変
わ
っ
て
く
る
。
大お
お
た
に
こ
う

谷
光
瑞ず
い

と
い
う
偉
人
は
、
築
地
の
本
願
寺
、
京
都
の
堀
川
通
り
の

西
本
願
寺
を
伊
藤
忠
太
と
い
う
設
計
者
に
ま
か
せ
、﹃
中
央
公
論
﹄を
滝た
き
た田

樗ち
ょ
い
ん陰

に
ま
か
せ
、
本
願
寺
の
差
配
を
社
長
と
し
て
送
り

込
ん
だ
。
そ
れ
が
中
央
公
論
社
の
始
ま
り
で
あ
る
。

　

都
市
に
も
頭
脳
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
谷
光
瑞
は
西
洋
社
会
を
見
て
そ
れ
を
悟
り
、
日
本
で
も
頭
脳
を
と
考
え
た
わ
け
だ
。

滝
田
樗
陰
は
文
学
部
で
漱
石
を
学
び
、
法
学
部
で
吉
野
作
造
を
知
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
総
合
雑
誌
の
発
想
に
つ
な
が
る
。

　

学
校
や
病
院
で
は
な
く
、
新
聞
で
も
な
く
、
総
合
雑
誌
と
考
え
た
と
こ
ろ
が
面
白
い
。
総
合
雑
誌
は
今
日
ま
で
生
き
て
い
る
。
本

願
寺
も
東
京
の
中
心
に
あ
る
。
そ
し
て
料
亭
や
劇
場
も
そ
の
辺
り
に
あ
る
。

　

人
間
社
会
の
頭
脳
と
は
何
だ
ろ
う
。
繰
り
返
し
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。
単
に
、
高
層
建
築
を
建
て
れ
ば
よ

い
わ
け
で
は
な
い
。
大
学
や
新
聞
も
大
切
だ
。

　

劇
場
は
社
交
の
中
心
で
あ
る
。
そ
の
芝
居
が
面
白
け
れ
ば
、
社
交
も
華
や
か
に
な
る
。
図
書
館
と
劇
場
が
ひ
と
つ
の
場
所
で
話
題

の
発
信
地
と
な
れ
ば
、
そ
の
対
話
は
十
分
、
人
々
を
引
き
つ
け
る
だ
ろ
う
。
最
近
、
ト
ル
ス
ト
イ
の＂
イ
ワ
ン
の
ば
か
＂が
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
も
面
白
い
。
面
白
い
が＂
イ
ワ
ン
の
ば
か
＂は
子
供
た
ち
に
逆
説
と
い
う
も
の
を
教
え
て
く
れ
る
。

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
ア
ン
デ
ル
セ
ン
だ
け
で
は
な
く
ト
ル
ス
ト
イ
も
偉
大
な
存
在
だ
。

か
す
や
・
か
ず
き　

編
集
者
、
評
論
家
。
1
9
3
0

年
豊
島
区
生
ま
れ
、
在
住
。
東

京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
55
年

中
央
公
論
社
入
社
。
67
年
よ
り

「
中
央
公
論
」
編
集
長
。
78
年

中
央
公
論
社
退
社
。
86
年
、「
東

京
人
」（
現
・
東
京
都
歴
史
文

化
財
団
発
行
）
創
刊
、
87
年
都

市
出
版
株
式
会
社
設
立
。
現
在

同
相
談
役
。
2
0
0
1
年
よ
り

「
ふ
る
さ
と
豊
島
を
想
う
会
」

発
起
人
と
し
て
、
区
の
文
化
政

策
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
。
06
年

よ
り
豊
島
区
図
書
館
行
政
政

策
顧
問
、
08
年
豊
島
区
主
催

「
図
書
館
サ
ミ
ッ
ト
」
実
行
委

員
長
。
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あ
う
る
す
ぽ
っ
と
（
豊
島
区
立
舞
台
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
）

舞
台
芸
術
の
創
造
と
発
信
、
担
い
手
の
育
成
を
通
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成

　

あ
う
る
す
ぽ
っ
と（
豊
島
区
立
舞
台
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
）は
、
豊
島
区
が
舞
台
芸
術
の
創
造
・
発
信
・
育
成
の
場
と
し

て
開
設
し
た
施
設
で
す
。「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
」と
は
、
公
募
名
称
を
参
考
に
、
豊
島
区
、
池
袋
と
縁
の
深
い
フ
ク

ロ
ウ
の
英
語
名（
O
W
L
）に
逢
い
集
う
と
い
う
意
味
を
重
ね
、
舞
台
芸
術
を
中
心
に
人
と
文
化
が
集
い
出
会
う
場
所

（
S
P
O
T
）と
い
う
意
味
を
込
め
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
舞
台
芸
術
の
創
造
と
発
信
、
担
い
手
の
育
成
を
通
じ
て

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
し
、
地
域
の
賑
わ
い
の
創
出
と
ま
ち
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

劇
場
内
部
は
、
舞
台
演
出
が
際
立
つ
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
空
間
。
千
鳥
状
に
配
置
さ
れ
た
3
0
1
席
の
客
席
は
、

舞
台
が
見
や
す
く
、
臨
場
感
、
一
体
感
を
感
じ
る
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
企
画
公
演
・
タ
イ
ア
ッ
プ
公
演
で

質
の
高
い
作
品
を
上
演
す
る
ほ
か
、
教
育
普
及
事
業
を
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
柱
に
し
て
お
り
、
地
域
住
民
と
の
協
働
、

地
域
の
文
化
教
育
施
設
と
の
連
携
な
ど
、
基
礎
自
治
体
の
強
み
を
活
か
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
多
数
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
2
0
0
8（
平
成
20
）年
か
ら
継
続
し
て
い
る「
に
ゅ
～
盆
踊
り
」は
、
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
・
コ
ン
ド

ル
ズ
を
主
宰
す
る
近
藤
良
平
氏
が
豊
島
区
の
た
め
に
制
作
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
盆
踊
り
で
す
。
豊
島
区
内
複
数
の
会
場

で
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
踊
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
。
池
袋
西
口
公
園
で
開
催
さ
れ
る
大
会
は
3
5
0
0

人
も
の
人
を
集
め
、
池
袋
の
夏
の
新
し
い
風
物
詩
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。「
か
ら
だ
の
詩
を
楽
し
む
」で
は
、
都

立
大
塚
ろ
う
学
校
と
N
P
O
法
人「
大
塚
ク
ラ
ブ
」と
協
働
。
パ
ン
ト
マ
イ
ム
を
通
じ
て
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

［
施
設
概
要
］
劇
場
（
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
、
3
0
1
席
）、

ホ
ワ
イ
エ（
約
2
0
0
㎡
）、
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス（
約
80
㎡
）、
楽

屋
4
、
会
議
室
2

［
施
設
開
設
ま
で
の
あ
ゆ
み
］

2
0
0
0
年
12
月
、
東
池
袋
四

丁
目
再
開
発
ビ
ル
交
流
施
設
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
発
足
、

01
年
７
月
基
本
計
画
策
定
。

02
年
12
月
実
施
計
画
策
定
、

03
年
７
月
東
池
袋
交
流
施
設
整

備
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

発
足
。
04
年
２
月
施
設
建
築
物

等
の
工
事
着
手
、
07
年
1
月
工

事
完
了
、
同
年
９
月
オ
ー
プ
ン
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ち
か
ら
表
現
の
可
能
性
を
引
き
出
す
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
舞
台
芸
術
作
品
の
制
作
や
公
共
劇
場
の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
を
目
指
す

学
生
等
を
対
象
に
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

を
実
施
。
9
ヵ
月
と
い
う
長
期
に
わ
た
り
、
第
一
線
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
劇
場
の
運

営
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
文
化
行
政
全
般
を
学
べ
る
も
の
と
し
て
、
毎
年
採
用
数
の

2
～
4
倍
の
応
募
が
あ
り
、
若
い
世
代
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
公
共
劇
場
と
の
連
携
も
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
座
・
高
円
寺（
杉
並
区

立
杉
並
芸
術
会
館
）、
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
（
兵
庫
県
立
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場
）、
a
l
a（
可

児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
）、
K
A
A
T（
神
奈
川
芸
術
劇
場
）と
の
共
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公

演
や
、
北
九
州
芸
術
劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
作
品
の
招
へ
い
な
ど
。
こ
れ
ら
は
、
公
共
劇
場
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
の
全

国
的
な
発
信
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

区
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
1
月
と
5
月
の
2
回
、
計
30
日
程
度
、「
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
区
民
シ
リ
ー
ズ
」と
称

す
る
区
民
優
先
の
劇
場
利
用
枠
を
設
定
し
て
い
る
ほ
か
、
チ
ケ
ッ
ト
の
区
民
割
引
制
度
や
高
齢
者
の
無
料
招
待
な
ど

で
、
親
し
み
や
す
い
施
設
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。（
※
）

　

豊
島
区
、
と
り
わ
け
池
袋
周
辺
に
は
、
東
京
芸
術
劇
場
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
劇
場
、
シ
ア
タ
ー
グ
リ
ー
ン
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
劇
場
・
ホ
ー
ル
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
場
・
ホ
ー
ル
が
個
性
あ
る
活
動
を
行
う
こ
と
で
相

乗
効
果
が
生
ま
れ
、「
演
劇
の
ま
ち
・
池
袋
」が
ま
す
ま
す
輝
き
を
増
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
区
民
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
会
場

使
用
料
の
減
免
措
置
（
25
%
オ

フ
）
が
適
用
さ
れ
る
。
高
齢
者

に
は
、
文
化
芸
術
面
か
ら
い
き

い
き
と
し
た
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
劇
場
を
目
指
し
、「
お

と
な
の
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
称
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
に
触
れ

る
機
会
を
提
案
。
主
催
事
業

に
お
い
て
、
豊
島
区
在
住
の
65

歳
以
上
を
対
象
に
公
演
の
無
料

招
待
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
無

料
参
加
を
実
施
し
た（
平
成
23

年
度
は
3
事
業
対
象
）。

近
藤
良
平
・
コ
ン
ド
ル
ズ
池
袋

大
作
戦
! !

あ
う
る
す
ぽ
っ
と
「
に
ゅ
～
盆

踊
り
」
大
会

2
0
1
2
年
7
月
29
日（
日
）

出
演
：
近
藤
良
平
、コ
ン
ド
ル
ズ
、

ス
ト
ラ
イ
ク
、
タ
マ
ル

企
画
製
作
：
あ
う
る
す
ぽ
っ
と

©
涌
井
直
志
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平成23年度　あうるすぽっと　事業記録

プロデュース公演・主催公演

あうるすぽっとプロデュース
「家電のように解り合えない」

あうるすぽっとクリスマスコンサート
おとなのためのヴィンテージミュージック「冬のタンゴ」

主催公演
おもいのまま
おやすみ、かあさん
第2回　日韓演劇フェスティバル

教育普及事業

アートマネジメント研修プログラム
あうるすぽっと伝統芸能講座「第二回　文楽・素浄瑠璃ワークショップ」
あうるすぽっとバックステージツアー
にゅ～盆踊り
鴨下信一「日本語の学校」
学習院大学大学院身体表象文化学専攻提携事業「演劇を学ぶ！」
視覚障害者舞台鑑賞ボランティア講座
あうるすぽっとホワイエリーディング　劇団昴「クリスマス・キャロル」
熊谷和徳「TAP the FUTURE in toshima 2011」「X’mas Dream of TAP」
小野寺修二によるパントマイムワークショップ「からだの詩を楽しむ」
あうるすぽっと講談ライブ「講談のハナシ」
あうるすぽっと舞台技術講座「舞台監督の仕事」

多角的ワークショップ＆ライブ
「渋さ知らズde怖いもの知らズ」「渋さ知らズ大オーケストラ公演　池袋大作戦!!」

としまっぷ計画（日本大学芸術学部との共同研究事業。
あうるすぽっとと周辺地域の交流のための、演劇的手法を用いた

「地域と劇場をつなぐ接点」をつくることを目的としている）

2011／2012　あうるすぽっとタイアップ公演シリーズ

シーエイティプロデュース「NOISES OFF」

日本+韓国+スイス　国際共同製作作品TACT/PRODUCT 
「わたしにさよなら　青春編」

アトリエ・ダンカン　プロデュース「ピグマリオン」
東京タンバリン・東京日仏学院共同企画「破産した男」
華のん企画「三人姉妹」
木山事務所「出番を待ちながら」
トム・プロジェクト・プロデュース「嫉妬.混む！」
ACC「シルク・ヴィヴァン！」
北九州芸術劇場プロデュース「テトラポット」
仲道郁代×内藤裕敬共同企画「窓の彼方へ」

その他提携事業

落語のハナシ　番外編
第23回　池袋演劇祭 関連事業
F/T11 フェスティバル／トーキョー
第四回　小田島雄志 翻訳・戯曲賞
JATET FORUM2011
あうるすぽっと区民シリーズ

平成 19年度（※） 
来場者　
劇場稼働率　
会議室稼働率

平成 20年度
来場者　
劇場稼働率　　
会議室稼働率　

平成 21年度
来場者　
劇場稼働率　　
会議室稼働率　

平成 22年度
来場者　
劇場稼働率　　
会議室稼働率　

平成 23年度　
来場者
劇場稼働率　　
会議室稼働率　

57,959 人
97.7%

67.6%

121,969 人
98.3%

73.3%

122,959 人
97.8%

73.3%

123,658 人
99.4%

73.1%

136,784 人
99.1%

81.7%

劇場・会議室の来場者と稼働率

［
あ
う
る
す
ぽ
っ
と　

ロ
ゴ
マ
ー

ク
］

デ
ザ
イ
ン
：
K
2
（
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
+
デ
ザ
イ
ン 

長
友
啓
典
／
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン 

黒
田
征
太
郎
）

※
平成19年度の稼働　
劇場　　平成19年9月～20年3月
会議室　平成19年8月～20年3月

64



豊
島
区
立
中
央
図
書
館

文
化
発
信
・
地
域
活
性
化
の
コ
ア
と
し
て

　

豊
島
区
立
中
央
図
書
館
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
豊
島
区
の
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
進
化
し
た
図
書
館
」「
経
営
の

重
視
」で
す
。
本
の
貸
出
を
基
本
と
す
る
図
書
館
機
能
に
加
え
、
豊
島
区
が
保
有
す
る
文
化
・
芸
術
の
紹
介
、
区
内

で
上
演
・
実
施
さ
れ
る
演
劇
、
音
楽
、
講
演
会
等
の
情
報
提
供
や
記
録
の
蓄
積
な
ど
、
文
化
・
芸
術
の
情
報
発
信
機

能
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を

行
い
、＂
課
題
解
決
型
図
書
館
＂と
し
て
機
能
す
る
こ
と
や
、
平
日
夜
10
時
ま
で
開
館
し
、
休
館
日
も
月
2
日
と
す

る
な
ど
、
区
民
や
来
街
者
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

﹁
時
代
を
変
え
る

　図
書
館
サ
ミ
ッ
ト
﹂

　

2
0
0
8（
平
成
20
）年
11
月
12
・
13
日
、
活
字
文
化
の
発
展
を
目
的
に
、「
時
代
を
変
え
る　

図
書
館
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
豊
島
区
と
区
内
6
大
学
の
大
学
図
書
館
や（
財
）文
字
・
活
字
文
化
推
進
機
構
、
印
刷
関
連
団
体

な
ど
で
つ
く
る
図
書
館
サ
ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
の
共
催
で
、
読
書
・
活
字
離
れ
の
解
消
、
文
字
・
活
字
文
化
の
発
展

と
I
T
の
高
度
利
用
、
出
版
・
印
刷
等
、
本
を
つ
く
り
送
り
出
す
人
々
と
の
協
働
、
地
域
の
課
題
解
決
と
文
化
創
造

を
テ
ー
マ
に
講
演
、
ス
ピ
ー
チ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
討
議
が
行
わ
れ
、
最
終
日
に
は
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
が
全
国
に
発
信
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
小
学
生
の
部

［
施
設
概
要
］︿
4
階
﹀
児
童
コ
ー

ナ
ー
、
10
代
の
コ
ー
ナ
ー
、
一
般

図
書（
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
含
む
）、
新
聞
・
雑
誌
、

閉
架
書
庫
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス

ペ
ー
ス︿
5
階
﹀
文
化
芸
術
コ
ー

ナ
ー
、一
般
図
書
、
大
型
美
術
書
、

文
庫
・
新
書
、
視
聴
覚
資
料
コ
ー

ナ
ー
、
点
字
図
書
館　

図
書

25
万
冊
、新
聞
・
雑
誌
2
7
0

タ
イ
ト
ル
、
視
聴
覚
資
料

1
万
5
7
0
0
点　

閲
覧
席

2
4
0
席
、
自
動
貸
出
機
5

台
、
利
用
者
用
検
索
機
12
台

（
2
0
1
3
年
2
月
現
在
）

［
施
設
開
設
ま
で
の
あ
ゆ
み
］

2
0
0
1
年
6
月
、
豊
島
区
中

央
図
書
館
移
転
基
本
計
画
策
定
、

03
年
11
月
、
新
中
央
図
書
館
移

転
実
施
計
画
策
定
、
05
年
12
月
、
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5
1
9
点
、
中
学
生
の
部
46
点
、
高
校
生
以
上
の
部
45
点
、
計
6
1
0
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
最
優

秀
賞
1
名
、
優
秀
賞
1
名
、
佳
作
4
～
6
名
を
選
定
し
ま
し
た
。

プログラム

会場
総合司会
基調講演
スピーチ
シンポジウム
司会
パネリスト

あうるすぽっと
肥田美代子　（財）文字・活字文化推進機構理事長

「学問と情報」長尾 真　国立国会図書館長
「書物と文化」福原義春　（財）文字・活字文化推進機構会長
「図書館は新しい時代をつくれるか」
樺山紘一　印刷博物館館長
西垣 通　東京大学大学院情報学環教授　　　
御厨 貴　東京大学先端科学技術研究センター教授
菅野昭正　世田谷文学館長
澤地久枝　作家

第1日　11月12日（水）13時～17時

第2日　11月13日（木）10時～15時

分科会

有
識
者
に
よ
る
新
中
央
図
書
館

に
対
す
る
提
言
、
06
年
1
月
、

図
書
館
行
政
政
策
顧
問
に
粕
谷

一
希
氏
就
任
、
同
年
12
月
、
豊

島
区
立
図
書
館
設
置
条
例
改
正
、

07
年
4
月
、
移
転
の
た
め（
旧
）

中
央
図
書
館
休
館
、
同
年
5
月
、

統
合
の
た
め
雑
司
が
谷
図
書
館

閉
館
、
同
年
7
月
、（
新
）
中

央
図
書
館
オ
ー
プ
ン

会場 自由学園明日館

■ 第1分科会
パネリスト

モデレーター

「図書館の新しい役割」
公文俊平　多摩大学教授　情報社会学会会長
清水 徹　明治学院大学名誉教授
石井 昴　(株)新潮社常務取締役
近藤信行 山梨県立文学館館長
森まゆみ　作家
牛崎 進　立教大学図書館事務部長

全体討議

公演

マニフェスト発表

阿刀田高　作家・日本ペンクラブ会長

■ 第2分科会
パネリスト

モデレーター

「本をつくり送り出す人々と図書館」
永井伸和　米子市 (株)今井書店会長
清田義昭　(株)出版ニュース社代表取締役
樽見 博　 (株)日本古書通信社編集長
久住邦晴　(株)くすみ書房代表取締役
岡田芳保　群馬県立土屋文明記念文学館館長
持谷寿夫　日本書籍出版協会図書館部門委員会副委員長
竹内修司　(株)文藝春秋元常務

■ 第3分科会
パネリスト

モデレーター

「図書館と地域社会のつながり」
金澤 敬　 調布市立図書館アカデミー愛とぴあ代表
小松信彦 (社)日本図書館協会常務理事
巻田英人　大正大学附属図書館部長
稲葉良太　東京音楽大学付属図書館事務長
中雄大輔　日本骨髄腫患者の会理事
伊藤榮洪　豊島区図書館専門研究員
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私たちは、書物と読書が、知識の深化と文化の発展において果たす重要な役割を認識する者として、これを

支える図書館がわが国において直面する難局についての危機感を共有し、また図書館の将来におけるありか

たに強い関心と期待を掲げつつ、つぎのマニフェストを広く発信するものである。

● 公共図書館は、現在にあって、自治体の財政難や一般的な活字離れなどの困難な状況のもとにおかれてい

るとはいえ、その充実は、地域社会と自治体の活性化にとって不可欠である。

● 自治体は、地方分権時代における知の拠点として、みずからの政策形成に資するため、また地域住民の自

立的活動を支援するため、公共図書館の蔵書の拡充に注力するとともに、専門的能力をもつ職員を配置して、

その負託に応えるべきである。

● 図書館の職員は、出版・情報産業や研究者をはじめとする、各分野の専門家の助言を仰ぐなどして、選書

のための技能を向上させ、さらに情報の整理・体系化によるサービス業務の高度化を図るべく、必要な資質の

涵養に努めなければならない。

● 図書館のサービス業務にあたっては、進行するIT革命の成果を十分に活用し、また多様なメディアと協調の

もとに、文字・活字文化のいっそうの振興に寄与することが肝要である。

● 国立国会図書館、公共図書館、大学図書館、学校図書館をはじめとする各種の図書館は、広範な利用

者との不断の対話を継続するとともに、各館の相互の交流と連携をとおして、読書への愛着と知識への情熱

を高揚させ、社会と文化の成熟に貢献することが要請される。

平成20年11月13日
「時代を変える　図書館サミット」の参加者を代表して

実行委員会委員長　　粕谷　一希

「時代を変える　図書館サミット」 マニフェスト
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池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
関
連
事
業

﹁
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
﹂
と
は

　

昭
和
の
初
め
か
ら
戦
前
に
か
け
て
、
豊
島
区
の
西
部
地
区
に
あ
た
る
長
崎
・
千
早
・
要
町
地
区
に
は
、
多
く
の
ア

ト
リ
エ
付
き
の
貸
家
や
ア
パ
ー
ト
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
し
た
（
※
1
）。
芸
術
の
都
・
パ
リ
の
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
ご
と
く
、

芸
術
家
や
作
家
、
詩
人
な
ど
、
全
盛
期
に
は
1
0
0
0
人
も
の
表
現
者
た
ち
が
住
み
、
日
夜
熱
く
語
り
合
い
、
遊
び
、

切
磋
琢
磨
し
て
制
作
に
没
頭
し
ま
し
た
。
こ
の
界
隈
を
、
詩
人
の
小
熊
秀
雄
は
1
9
3
8（
昭
和
13
）年
に
発
表
し
た
詩

の
な
か
で「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
夜
が
来
た　

学
生
、
無
頼
漢
、
芸
術
家
が
街
に
出
る
⋮
⋮
」と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
で
過
ご
し
、
才
能
を
開
花
さ
せ
た
芸
術
家
は
、
小
熊
秀
雄
、
長
谷
川
利
行
、
松
本
竣
介
、
靉あ

い
み
つ光

、
峯
孝
、
高

山
良
策
、
丸
木
位
里
・
丸
木
俊
、
麻
生
三
郎
、
長
沢
節
、
野
見
山
暁
治
、
吉
井
忠
、
寺
田
政
明
、
春
日
部
た
す
く
⋮
と
数

地
域
文
化
・
伝
統
文
化
の
継
承
と
発
展

区
内
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
的
な
文
化
資
源
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
豊
か
な
文
化

資
源
を
再
発
見
し
、
現
在
、
未
来
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
、
区
民
の

誇
り
や
連
帯
感
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

※
1

長
崎
ア
ト
リ
エ
村
の
形
成

豊
島
区
成
立
以
前
の
長
崎
町
に
、

芸
術
家
が
住
み
始
め
た
の
は
大

正
時
代
の
中
頃
以
降
と
言
わ
れ

る
。
1
9
2
4
（
大
正
13
）
年
、

詩
人
の
花
岡
謙
二
が
経
営
す
る
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え
上
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
豊
島
区
の
近
代
史
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
テ
ー
マ
と
い
え

ま
す
。
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
で
は
、
芸
術
家
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
残
さ
れ
た
作
品
な
ど
に
つ
い
て

調
査
・
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
常
設
展
示
や
特
別
展
、
調
査
報
告
書
な
ど
で
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
（
※
2
）。

　

一
方
、
区
民
に
よ
る
活
動
も
起
こ
り
ま
し
た
。
1
9
9
0（
平
成
2
）年
に
刊
行
さ
れ
た﹃
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
﹄（
宇

佐
見
承
著
・
集
英
社
刊
）に
感
動
し
た
人
た
ち
を
中
心
に
、
99（
平
成
11
）年「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
会
」が
発
足
。
ア
ト

リ
エ
村
の
ま
ち
歩
き
や
演
劇
公
演
の
応
援
、
作
品
展
や
作
家
と
の
ト
ー
ク
な
ど
、
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、
ゆ
か
り
の

作
家
と
彼
ら
の
精
神
を
顕
彰
す
る
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
は
ま
た
、﹃
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
叢
書
﹄を
刊
行

し
て
い
ま
す
。

　
「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
会
」の
目
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。「
今
日
本
は
、
こ
れ
ま
で
の
社
会

の
枠
組
み
が
崩
壊
し
て
い
き
、（
略
）﹃
個
﹄と
し
て
の
生
き
方
と
共
同
体
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
る
と
言
え
ま
す
。﹃
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
﹄の
芸
術
家
た
ち
は
、﹃
自
分
ら
し
く
﹄生
き
よ
う
と
し
て
自
己
の
表
現

を
求
め
て
苦
悩
し
、
時
代
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
私
達
は
何
か
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」「
芸
術
家
達
を
受
け
入
れ
熱
気
の﹃
る
つ
ぼ
﹄と
な
っ
た
池
袋
の
街
、
そ
の
秘
密
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
。
文
化
と
経
済
の
両
面
か
ら
解
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
あ
り
方
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
」（
※
3
）

　

2
0
0
0（
平
成
12
）年
4
月
に
は
、
練
馬
区
立
美
術
館
で「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
展
」が
開
催
さ
れ
、
準
備
の
一
環

と
し
て
、
ア
ト
リ
エ
村
、
池
袋
の
芸
術
家
に
関
す
る
再
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
新
資
料
の
発
見
や
再
整

理
を
背
景
に
、＂
ア
ト
リ
エ
村
資
料
室
＂設
置
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
ち
歩
き
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ト
リ

培
風
寮
が
、
長
崎
町
北
新
井

（
現
在
の
要
町
1
丁
目
）
に
建

て
ら
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
31

（
昭
和
6
）
年
頃
か
ら
、
ア
ト

リ
エ
付
の
貸
住
宅
が
建
て
ら
れ

始
め
、
一
帯
は
「
す
ず
め
が
丘

ア
ト
リ
エ
村
」
と
呼
ば
れ
た
。

36（
昭
和
11
）
年
か
ら
は
豊
島

区
長
崎
仲
町
1
丁
目
（
現
在
の

長
崎
2
丁
目
）
に
「
さ
く
ら
が

丘
パ
ル
テ
ノ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

ア
ト
リ
エ
付
貸
家
群
が
出
現
。

こ
の
ア
ト
リ
エ
村
は
、
東
京
美

術
学
校
（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）

に
入
居
者
募
集
の
貼
り
紙
が
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
画
学

生
が
集
ま
っ
た
。
さ
ら
に
現
在

の
千
早
町
2
丁
目
あ
た
り
に

「
つ
つ
じ
个
丘
ア
ト
リ
エ
村
」
が

建
て
ら
れ
、
ア
ト
リ
エ
村
は
全

盛
期
を
迎
え
た
。

※
3

「
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
会
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

※
2 

http://w
w

w
.city.toshim

a.

lg
.jp/bunka/shiryokan/ 

参

照
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エ
村
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
の
制
作
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
の
開
催
な
ど
、
区
民
活
動
の
熱
気
に
呼

応
す
る
よ
う
に
、
05（
平
成
17
）年
11
月
、
閉
校
し
た
旧
平
和
小
学
校
の
旧
家
庭
科
室
に「
ア

ト
リ
エ
村
資
料
室
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た［
12（
平
成
24
）年
３
月
末
に
休
室
、
15（
平
成
27
）年
度
開

設
予
定
の（
仮
称
）西
部
地
域
複
合
施
設
内
に
整
備
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
部
に
引
き
継
が
れ
る
予
定
］。

ま
た
、
豊
島
区
は
美
術
品
等
収
集
・
活
用
委
員
会
を
設
置
し
て
、
小
熊
秀
雄
を
は
じ
め
と

す
る
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
関
連
す
る
作
家
の
美
術
品
等
の
収
集
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

08（
平
成
20
）年
度
か
ら
は
、
熊
谷
守
一
美
術
館
3
F
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
所
蔵
品
を
中
心
と
す

る
企
画
展
が
ス
タ
ー
ト
。
作
品
展
示
の
ほ
か
講
演
会
や
ア
ト
リ
エ
村
散
歩
の
関
連
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
8（
平
成
20
）年
度

「
豊
島
区
新
収
蔵
作
品　

小
熊
秀
雄
展
1
」

豊
島
区
が
平
成
20
年
度
に
新
た
に
収
蔵
し
た
小

熊
秀
雄（
詩
人
・
批
評
家
・
画
家
）作
品
の
う
ち
、

1
9
3
0
年
代
の
東
京
の
街
並
み
や
風
俗
を
伝

え
る
作
品
の一
部
を
紹
介
。

会
期

展
示
内
容

来
場
者
数

［
関
連
事
業
］

平
成
21
年
3
月
5
日（
木
）〜
3
月
15
日（
日
）

絵
画
31
点（
油
彩
2
、
水
彩
8
、
素
描
21
）、

年
譜
、
住
居
変
遷
地
図
、
詩
・
文
章
、
関
連
書
籍

1
3
1
7
人

ア
ト
リ
エ
村
さ
ん
ぽ
道

「
小
熊
秀
雄
の
あ
る
い
た
道

〜
さ
く
ら
が
丘
パ
ル
テ
ノ
ン
か
ら
立
教
大
学
へ
」

日
時
：
平
成
21
年
3
月
8
日（
日
）

講
師
：
本
田
晴
彦
氏（
ア
ト
リ
エ
村
資
料
室
）

【
豊
島
区　

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
関
連
展
覧
会
の
概
要
】
会
場
：
区
立
熊
谷
守
一
美
術
館
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

写
真
上
「
小
熊
秀
雄
展
2
」
の

関
連
企
画
、
講
演
会
と
詩
の
朗

読
の
講
師
、
ア
ー
サ
ー
・ビ
ナ
ー

ド
氏
（
詩
人
）

写
真
下
「
桂
川
寛
展
」
の
展
示

風
景
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会
期

展
示
内
容

来
場
者
数

［
関
連
事
業
］

平
成
22
年
3
月
4
日（
木
）〜
3
月
28
日（
日
）

絵
画
34
点（
油
彩
2
、
水
彩
9
、
素
描
23
）、
年
譜
、

住
居
変
遷
地
図
、
自
筆
詩
、
写
真
資
料
、
文
章
、
関
連
書
籍

1
8
7
0
人

①
ア
ト
リ
エ
村
さ
ん
ぽ
道「
小
熊
秀
雄
の
あ
る
い
た
道
」

日
時
：
平
成
22
年
3
月
14
日（
日
）

講
師
：
玉
井
五
一
氏（
小
熊
秀
雄
協
会
会
長
）、

　
　
　

本
田
晴
彦
氏（
ア
ト
リ
エ
村
資
料
室
）

②
講
演
会
と
詩
の
朗
読

「
カ
ユ
ク
テ
痛
く
て
く
す
ぐ
っ
た
く
て
︱
詩
人
を
し
ま
い
こ
む
箱
に
つ
い
て
」

日
時
：
平
成
22
年
3
月
20
日（
土
）

講
師
：
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏（
詩
人
）

会
場
：
西
部
区
民
事
務
所
２
階
図
書
室

2
0
0
9（
平
成
21
）年
度

「
豊
島
区
新
収
蔵
作
品

小
熊
秀
雄
展
2　

精
神
の
暁
を
め
ざ
し
て

︱
交
錯
す
る
光
と
影
」

平
成
20
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
21
年
度
に
収

蔵
し
た
小
熊
秀
雄
作
品
の
中
か
ら
、
小
熊
の
多

彩
な
視
点
と
力
強
い
側
面
を
紹
介
。

会
期

展
示
内
容

来
場
者
数

［
関
連
事
業
］

平
成
23
年
2
月
17
日（
木
）〜
3
月
6
日（
日
）　

16
日
間（
2
月
17
日
、
3
月
6
日
閉
館
）

絵
画
14
点（
油
彩
14
）、
挿
画
原
画
入
り
額
2〈
18
点
〉、

挿
絵
2
点
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
1
冊
、
資
料
7
点
、
写
真
3
点
、

年
譜
、
用
語
解
説
、
関
連
書
籍

1
4
2
4
人

①
講
演
会「
戦
前
の
前
衛
︱
桂
川
寛
の
眼
」

日
時
：
平
成
23
年
2
月
26
日（
土
） 

講
師
：
玉
井
五
一
氏（
小
熊
秀
雄
協
会
会
長
）、
門
田
秀
雄
氏（
美
術
家
、
美
術
評
論
家
）

会
場
：
西
部
区
民
事
務
所
2
階
図
書
室

②
ア
ト
リ
エ
村
さ
ん
ぽ
道「
ア
ト
リ
エ
村
最
後
の
絵
描
き
を
訪
ね
る
」

日
時
：
平
成
23
年
3
月
5
日（
土
）

講
師
：
本
田
晴
彦
氏（
ア
ト
リ
エ
村
資
料
室
）

2
0
1
0（
平
成
22
）年
度

「
桂
川
寛
展

ま
な
ざ
し
の
先
に
あ
る
も
の

1
9
5
0
︱

2
0
0
0

 

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
立
つ
道
標
」

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
か
ら
影
響
を
受
け
、
の
ち
に

実
際
の
事
件
や
社
会
状
況
を
題
材
に
し
た「
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
」
と
い
わ
れ
る
作
品
を
描
い

た
桂
川
寛（
1
9
2
4
年
生
ま
れ
、
千
川
在
住

2
0
1
1
年
没
）。
そ
の“
ま
な
ざ
し
の
先
に
あ

る
も
の
”を
紹
介
。
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2
0
1
1（
平
成
23
）年
度

「
高
山
良
策
展　

向
こ
う
側
の
気
配
︱

形か
い
じ
ゅ
うに

な
る
頃
」

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
体
験
を
経
て
、
既
成
概
念
に

と
ら
わ
れ
な
い
大
胆
な
制
作
を
行
っ
た
高
山
良
策

（
1
9
1
7
︱

1
9
8
2
）は
、
ウ
ル
ト
ラ
シ
リ
ー

ズ
の
怪
獣
を
造
形
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

戦
後
か
ら
怪
獣
を
つ
く
り
始
め
る
1
9
6
0
年

代
半
ば
ま
で
の
作
品
を
紹
介
。

会
期

展
示
内
容

来
場
者
数

［
関
連
事
業
］

平
成
24
年
2
月
16
日（
木
）〜
3
月
4
日（
日
）

絵
画
30
点（
油
彩
16
、
素
描
14
）、D
V
D「
怪
獣
の
あ
け
ぼ
の
」、

写
真
8
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
2
、
年
譜
、
用
語
解
説
、

作
品
解
説
、
関
連
書
籍
ほ
か

1
1
3
8
人

①
講
演
会「
高
山
良
策
の
生
涯
と
作
品
︱

『
絵
が
壁
か
ら
シ
ミ
の
よ
う
に
湧
き
出
て
く
る
の
さ
』」

日
時
：
平
成
24
年
2
月
18
日（
土
） 

講
師
：
土
方
明
司
氏（
平
塚
市
美
術
館
館
長
代
理
兼
学
芸
主
管
）

会
場
：
西
部
区
民
事
務
所
2
階
図
書
室

②
ア
ト
リ
エ
村
さ
ん
ぽ
道「
戦
後
の
ア
ト
リ
エ
村
を
あ
る
く
」

日
時
：
平
成
24
年
3
月
4
日（
日
）

講
師
：
本
田
晴
彦
氏（
ア
ト
リ
エ
村
資
料
室
）

2
0
1
2（
平
成
24
）年
度

「
寺
田
政
明
展　

発
芽
す
る
絵
画
」

2
0
1
2（
平
成
24
）
年
で
生
誕
1
0
0
年
を

迎
え
た
画
家
・
寺
田
政
明（
1
9
1
2
︱

1
9
8
9
）は
生
き
も
の
や
自
然
の
風
景
な
ど

身
の
回
り
の
も
の
を
凝
視
し
、
デ
ッ
サ
ン
を
大
切

に
し
、
モ
チ
ー
フ
と
の
対
話
を
重
ね
た
。
主
に

1
9
3
0
年
代
か
ら
1
9
5
0
年
代
ま
で
の
豊

島
区
や
そ
の
周
辺
の
風
景
、
仲
間
た
ち
を
描
い

た
作
品
を
紹
介
。

会
期

展
示
内
容

　
（
予
定
）

［
関
連
事
業
］

平
成
25
年
2
月
14
日（
木
）〜
3
月
3
日（
日
）

絵
画
75
点（
油
彩
15
、
素
描
60
）、
写
真
、
資
料
、
年
譜
、

用
語
解
説
、
関
連
書
籍

①
講
演
会

「
寺
田
農
氏
に
聞
く　

父
、
寺
田
政
明
に
つ
い
て
」

日
時
：
平
成
25
年
3
月
2
日（
土
）

講
師
：
寺
田
農
氏（
俳
優
・
東
海
大
学
文
学
部
文
芸
創
作
学
科
教
授
）

　
　
　

土
方
明
司
氏（
平
塚
市
美
術
館
館
長
代
理
兼
学
芸
主
管
）

会
場
：
千
早
地
域
文
化
創
造
館
1
階
第
一
会
議
室

②
ア
ト
リ
エ
村
さ
ん
ぽ
道

「
ア
ト
リ
エ
村
の
最
盛
期
を
訪
ね
る　

寺
田
政
明
と
そ
の
な
か
ま
」

日
時
：
平
成
25
年
2
月
23
日（
土
）

講
師
：
本
田
晴
彦
氏（
ア
ト
リ
エ
村
資
料
室
）
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区
立
熊
谷
守
一
美
術
館

私
設
美
術
館
か
ら
、
豊
島
区
初
の
区
立
美
術
館
へ

　

自
然
の
移
ろ
い
、
小
さ
な
生
き
物
た
ち
や
草
花
の
息
吹
。「
い
の
ち
」の
輝
き
を
見
つ
め
、
晩
年
は
具
象
を
突
き
詰

め
一
切
を
削
ぎ
落
と
し
た
、
シ
ン
プ
ル
で
抽
象
的
な
作
風
へ
と
向
か
っ
た
画
家
・
熊
谷
守
一（
1
8
8
0
︱

1
9
7
7
）。＂
超

俗
の
画
家
＂＂
画
壇
の
仙
人
＂と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
生
き
方
も
ま
た
、
多
く
の
人
々
の
心
を
と
ら
え
て
い
ま
す
。

　

熊
谷
守
一
美
術
館
は
、
守
一
氏
が
97
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
約
45
年
間
住
ん
だ
豊
島
区
千
早
の
旧
居
跡
に
、

1
9
8
5（
昭
和
60
）年
5
月
、
次
女
で
画
家
の
榧か

や

氏
に
よ
り
私
設
美
術
館
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
0
7（
平
成
19
）

年
11
月
、
守
一
作
品
の
散
逸
を
防
ぎ
、
こ
の
地
で
作
品
が
末
永
く
公
開
さ
れ
続
け
る
よ
う
に
と
の
思
い
か
ら
、
榧
氏
よ

り
守
一
作
品
1
5
3
点
が
豊
島
区
に
寄
贈
さ
れ
、
豊
島
区
で
初
め
て
の
区
立
美
術
館
と
な
り
ま
し
た
。

　

守
一
作
品
の
常
設
展
示
の
ほ
か
、
3
階
に
は
貸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
デ
ッ
サ
ン
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
作
家
の
個
展

な
ど
、
区
民
が
美
術
に
親
し
め
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

熊
谷
守
一
美
術
館

［
所
在
地
］
豊
島
区
千
早
2
︲

27︲
6

［
開
館
時
間
］
10
時
30
分
～
17

時
30
分
（
入
館
は
閉
館
の
30
分

前
ま
で
）

［
休
館
日
］
毎
週
月
曜
日
・
年

末
年
始
（
12
月
25
日
～
1
月
7

日
）、
臨
時
休
館
あ
り

［
観
覧
料
］一
般
5
0
0
円
（
15

人
以
上
4
5
0
円
）、
中
・
高
・

大
学
生
3
0
0
円
、
小
学
生

1
0
0
円
、
小
学
生
未
満
無
料

（
企
画
展
に
よ
っ
て
料
金
が
異

な
る
場
合
あ
り
） 

［
指
定
管
理
者
］
株
式
会
社 

榧

熊
谷
守
一
美
術
館
外
観
。
設
計

は
建
築
家
の
岡
秀
世
氏
。
守
一

作
品
の
モ
チ
ー
フ
が
目
を
引
く

多
く
の
人
が
モ
リ
の
絵
を
通
し
て「
い
の
ち
」に
触
れ
、
感
じ
て
ほ
し
い

熊
谷
榧
館
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

　

守
一
は
、
何
で
も
自
分
の
目
で
確
か
め
、
納
得
し
て
じ
っ
く
り
と
物
事
を
す
す
め
る
人
で
し
た
。
私
は
は
り
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く
ま
が
い
・
か
や　

1
9
2
9
年
、
熊
谷
守
一
の
次

女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
51
年
、

日
本
女
子
大
学
卒
業
。
54
年
、

大
阪
梅
田
画
廊
で
は
り
絵
の
個

展
を
開
催
。
そ
の
後
油
絵
を
手

が
け
る
よ
う
に
な
り
、
山
、
雪
、

動
物
、
人
を
テ
ー
マ
に
毎
年
各

地
で
個
展
を
開
催
。
85
年
、

熊
谷
守
一
美
術
館
を
開
館
。
現

在
も
館
長
を
つ
と
め
る
。

絵
か
ら
始
ま
り
、
油
絵
、
陶
絵
、
そ
し
て
70
歳
を
過
ぎ
て
石
の
彫
刻
と
、
あ
れ
こ
れ
手
を
出
し
て
い
る
け
れ
ど
、

守
一
は
油
絵
と
墨
絵
、
こ
れ
だ
け
に
打
ち
込
ん
だ
人
で
し
た
。
東
京
美
術
学
校（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）時
代
は
セ

ピ
ア
色
に
く
す
ん
だ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
絵
を
、
再
上
京
し
て
か
ら
は
フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
へ
、
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争

前
後
か
ら
、
画
面
を
は
っ
き
り
線
で
区
切
り
、
面
を
平
塗
り
す
る
画
風
を
確
立
、
独
自
の
世
界
を
貫
い
て
い
き

ま
す
。
晩
年
は
小
さ
な
庭
に
や
っ
て
来
る
虫
た
ち
や
猫
、
鳥
な
ど
に
対
峙
し
、
や
が
て
、
太
陽
を
か
た
ど
っ
た

同
心
円
を
重
ね
た
一
見
抽
象
画
風
の
作
品
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
は
具
象
を
突
き
詰
め
た
末
の
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
美
術
館
を
建
て
た
の
は
、
守
一
の
絵
を
、
観
て
も
ら
い
た
か
っ
た
か
ら
。
ま
た
、
か
つ
て
こ
の
近
隣

に
あ
っ
た
ア
ト
リ
エ
村
の
画
家
、
長
谷
川
利
行
や
寺
田
政
明
な
ど
が
こ
の
家
を
訪
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た

記
憶
も
残
っ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
、
そ
の
雰
囲
気
も
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

豊
島
区
立
と
な
っ
て
か
ら
は
、
要
、
千
早
、
長
崎
小
学
校
な
ど
か
ら
、
学
校
単
位
で
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
接
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
は
未
来
そ
の
も
の
だ
な
、
と
嬉
し
く
思
い
ま
す

ね
。
ま
た
、
豊
島
区
の
企
画
展
で
、
障
害
を
も
つ
方
の
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
興
味
深
い
作
品
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

文
化
が
生
活
の
身
近
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と
で
す
。
私
は
小
さ
な
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好

き
で
し
た
が
、
戦
中
・
戦
後
ま
も
な
く
の
食
糧
難
を
経
て
、
大
学
進
学
の
と
き
、「
ひ
と
り
で
も
飢
え
て
い
る

人
が
い
る
間
は
芸
術
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
も
っ
と
役
に
立
つ
学
問
を
や
り
た
い
」と
、
理
数
系
を
専
攻
し
た
ん
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で
す
よ
。
で
も
、
父
は
、「
飢
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
絵
が
必
要
」だ
と
言
っ
た
ん
で
す
ね
。
文
化
は
食
べ
る
も

の
と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
必
要
な
も
の
だ
と
、
今
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。

モ
リ
が
言
っ
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

︿
共
催
﹀
東
京
メ
ト
ロ
、
池
袋
西

口
商
店
街
連
合
会
、
東
武
ホ
ー

プ
セ
ン
タ
ー
、
ル
ミ
ネ
池
袋
、

マ
ル
イ
シ
テ
ィ
池
袋
、
ビ
ッ
ク
カ

メ
ラ
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
、（
公
財
）と
し
ま
未
来
文
化

財
団
、
東
京
芸
術
劇
場

︻
こ
れ
ま
で
の
企
画
︼「
旧
江

戸
川
乱
歩
邸
特
別
公
開
」、
区

内
小
学
生
の
絵
画
作
品
を
集

め
た
展
覧
会
「
ま
ち
か
ど
こ
ど

も
美
術
展
」、
池
袋
モ
ン
パ
ル

ナ
ス
関
連
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

子
ど
も
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て

描
い
た
フ
ラ
ッ
グ
を
商
店
街
に

掲
げ
た
「
ま
ち
か
ど
フ
ラ
ッ
グ

美
術
館
」、
子
ど
も
向
け
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
も
の
づ
く

り
体
験
教
室
」
な
ど
。

「
ま
ち
か
ど
こ
ど
も
美
術
展
」

の
展
示
風
景

新
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
西
口
ま
ち
か
ど
回
遊
美
術
館

街
の
ど
こ
も
が
美
術
館

　

池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
歴
史
的
価
値
を
ふ
ま
え
た
文
化
振
興
の
一
環
と
し
て
、
池
袋
西
口
の
活
性
化
と
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
し
、「
芸
術
文
化
は
人
を
育
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
ち
が
育
て
ら
れ
る
」と
い
う
精
神
を
現
代
に
引
き
継

ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
2
週
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
い
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

主
催
は
新
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
西
口
ま
ち
か
ど
回
遊
美
術
館
実
行
委
員
会（
N
P
O
法
人
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
、

立
教
大
学
、
東
武
百
貨
店
、
豊
島
区
）。「
街
の
ど
こ
も
が
美
術
館
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
池
袋
駅
西
口
周
辺
、
立
教
大
学

周
辺
、
要
町
・
千
川
周
辺
、
椎
名
町
周
辺
の
4
つ
の
地
域
の
各
所
で
美
術
展
や
芸
術
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
。
東
武
百
貨

店
、
池
袋
西
口
エ
リ
ア
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
銀
行
、
喫
茶
店
、
地
下
鉄
の
通
路
な
ど
、
約
40
カ
所
の
会
場
で
画
家
や
子

ど
も
た
ち
の
多
彩
な
作
品
を
鑑
賞
で
き
る
と
同
時
に
、
若
い
芸
術
家
の
育
成
や
文
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
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※
1

芸
能
花
伝
舎　

新
宿
区
と
芸

団
協
（
公
益
社
団
法
人 

日
本

芸
能
実
演
家
団
体
協
議
会
）
が

締
結
し
た
「
新
宿
区
に
お
け
る

文
化
芸
術
振
興
に
関
す
る
協

定
」
の
も
と
、
旧
新
宿
区
立
淀

橋
第
三
小
学
校
を
芸
団
協
が

改
修
、
芸
能
文
化
拠
点
と
し

て
平
成
17
年
に
オ
ー
プ
ン
。

11
の
稽
古
場
の
ほ
か
、
芸
能
関

連
団
体
の
事
務
所
、
新
国
立

劇
場
の
演
劇
研
修
所
が
入
居

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
拠
点

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
子
供

向
け
の
「
芸
術
体
験
ひ
ろ
ば
」

「
キ
ッ
ズ
伝
統
芸
能
」、
人
間

国
宝
を
招
い
た
「
花
伝
シ
リ
ー

ズ
」
や
落
語
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
「
創
遊
シ
リ
ー

ズ
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
る
。
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※
2

足
立
区
の
東
京
藝
術
大
学
誘
致

　

平
成
12
年
以
降
に
区
内
千

住
地
区
の
小
・
中
学
校
の
統
廃

合
が
進
み
、
廃
校
跡
地
を
ど
う

活
用
す
る
か
の
議
論
を
背
景
に
、

平
成
17
年
の
つ
く
ば
エ
キ
ス
プ

レ
ス
開
業
で
都
市
基
盤
の
整
備

が
進
む
こ
と
か
ら
「
足
立
区
文

化
産
業
・
芸
術
新
都
心
構
想
」

が
策
定
さ
れ
、
千
住
地
域
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
ス

タ
ー
ト
。
東
京
藝
術
大
学
は
平

成
18
年
9
月
に
改
修
・
増
築
さ

れ
た
旧
千
寿
小
学
校
に
千
住

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
。
音
楽
学

部
の
人
的
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し

な
が
ら
、
足
立
区
を
は
じ
め
と

す
る
学
外
と
の
連
携
企
画
に
つ

い
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

「
ア
ー
ト
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
、足
立
区
内
の
小
・

中
学
校
を
中
心
と
し
た
音
楽
教

育
支
援
活
動
や
、
福
祉
と
子
育

て
支
援
事
業
、
サ
ロ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
等
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
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※
3

劇
場
・
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に

関
す
る
法
律
（
劇
場
法
）
前
文

よ
り
抜
粋
「
劇
場
、
音
楽
堂
等

は
、
文
化
芸
術
を
継
承
し
、
創

造
し
、
及
び
発
信
す
る
場
で
あ

り
、
人
々
が
集
い
、
人
々
に
感
動

と
希
望
を
も
た
ら
し
、
人
々
の

創
造
性
を
育
み
、
人
々
が
共
に

生
き
る
絆
を
形
成
す
る
た
め
の

地
域
の
文
化
拠
点
で
あ
る
。
ま

た
、
劇
場
、
音
楽
堂
等
は
、
個

人
の
年
齢
若
し
く
は
性
別
又
は

個
人
を
取
り
巻
く
社
会
的
状

況
等
に
か
か
わ
り
な
く
、
全
て

の
国
民
が
、
潤
い
と
誇
り
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
心
豊
か
な

生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
場
と

し
て
機
能
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
劇
場
、
音

楽
堂
等
は
、
常
に
活
力
あ
る
社

会
を
構
築
す
る
た
め
の
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
劇
場
、

音
楽
堂
等
は
、
人
々
の
共
感
と

参
加
を
得
る
こ
と
に
よ
り﹃
新

し
い
広
場
﹄
と
し
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
再
生
を

通
じ
て
、
地
域
の
発
展
を
支
え

る
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。」
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と
し
ま
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
と
し
ま
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
、
文
化
政
策
懇
話
会
に
よ
る「
豊
島
区
の
文
化
政
策
に
関
す
る
提
言
」（
p 

22
参
照
）

で
示
さ
れ
た「
芸
術
文
化
創
造
環
境
づ
く
り
」の
実
現
を
目
指
す
最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
2
0
0
4（
平
成
16
）年

4
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
回
各
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
文
化
人
を
講
師
と
し
て
招
き
、
文
化
の
あ
り
方
を
受

講
生
と
と
も
に
考
え
、
豊
島
区
の
こ
れ
か
ら
の
文
化
を
担
う
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
豊

島
区
、（
公
財
）と
し
ま
未
来
文
化
財
団
、
東
京
芸
術
劇
場
の
3
者
の
協
働
に
よ
り
、
実
行
委
員
会
形
式
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
芸
術
劇
場
を
会
場
に
、
1
期（
約
3
ヵ
月
）
5
～
6
回
の
講
演
会
を
開
催
。
毎
期
1
0
0
名
程
度
の
受
講
生
を
募

集
。
受
講
修
了
生
に
は
全
講
演
会
終
了
後
、
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
特
別
講
演
会
を
含
め
、
の
べ
1
0
6
回
の
開
催
実
績
が
あ
り
ま
す
。
2
0
1
2（
平
成
24
）年
ま
で
東
京
芸

術
劇
場
の
小
田
島
雄
志
名
誉
館
長
が
塾
長
を
務
め
ま
し
た
。

お
だ
し
ま
・
ゆ
う
し 

1
9
3
0
年
旧
満
州
生
ま
れ
。

英
文
学
者
、
東
京
大
学
名
誉

教
授
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
全
戯

曲
を
80
年
に
完
訳
。
同
年
芸

術
選
奨
文
部
大
臣
賞
。
93
年
か

ら
東
京
芸
術
劇
場
館
長（
現
名

誉
館
長
）。
豊
島
区
芸
術
顧
問

（
2
0
0
5
年
7
月
～
2
0
1
2

年
11
月
）。

文
化
を
支
え
、
発
展
さ
せ
る
人
材
の
育
成

文
化
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
つ
つ
新
た
な
価
値
を
再
創
生
す
る
、
多
様
な
人
々
の
営
み
に
よ
っ
て
育
ま
れ

ま
す
。
文
化
の
創
造
・
推
進
に
不
可
欠
な
、
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
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創
造
の
精
神
に
触
れ
る
こ
と　

         　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

小
田
島
雄
志

　
「
と
し
ま
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
塾
長
と
し
て
私
が
心
が
け
て
い
た
の
は
、「
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
場
」を
創
出
す
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
第
一
線
の
方
々
を
招
き
、
受
講
生
と
お
お
い
に
交
流
し
て
い
た

だ
く
。
参
加
者
が
刺
激
を
受
け
、
新
た
な
発
見
を
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
創
造
と
発
信
に
つ
な
が
れ
ば
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
原
点
に
は
、
私
の
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
1
9
8
0
年
、
私
は
作
家
・
吉
行
淳
之
介
さ
ん
の
紹
介
で
、
タ

ウ
ン
誌﹃
銀
座
百
点
﹄（
※
）
の
座
談
会「
銀
座
サ
ロ
ン
」の
ホ
ス
ト
役
に
招
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
円
地
文

子
さ
ん
、
戸
板
康
二
さ
ん
、
池
田
弥
三
郎
さ
ん
か
ら
、
円
地
さ
ん
、
吉
行
さ
ん
、
私
と
い
う
顔
ぶ
れ
に
な
り
、
そ
の
後
吉
行

さ
ん
と
私
、
さ
ら
に
は
私
、
村
松
友
視
さ
ん
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
、
25
年
続
き
ま
し
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
で
毎
月
、
多
彩
な

ゲ
ス
ト
の
話
を
聞
け
た
こ
と
が
私
の
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
受
講
生
は
、
講
師
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
、
そ
の
言
葉
を
じ
か
に
聞
き
、
芸
術
文
化
を
創
造
す
る
人
た
ち

の
精
神
、
そ
の
神
髄
に
触
れ
ま
す
。
こ
れ
を
継
続
的
に
体
験
す
る
う
ち
に
、
参
加
す
る
み
な
さ
ん
の＂
文
化
力
＂が
向
上
し
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
芸
術
劇
場
芸
術
監
督
の
野
田
秀
樹
さ
ん
と
コ
ン
ド
ル
ズ
主
宰
の
近
藤
良
平
さ
ん
を
お
迎
え
し
た
第
1
0
0
回
の
記
念
特

別
講
演
会
で
は
、
第
1
回
か
ら
第
1
0
0
回
ま
で
の
す
べ
て
の
講
演
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
2
名
の
受
講
生
を
表
彰
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
ロ
ン
グ
・
ラ
ン
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
続
け
る
こ
と
で
、
受
講
生
と
と
も
に
豊
島
区
の
文
化
レ
ベ
ル
が
確
実

に
向
上
し
、
新
し
い
文
化
活
動
が
生
み
出
さ
れ
る
基
礎
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
快
く
講
演
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
講
師
の
方
々
と
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
受
講
生
の
皆
様

の
お
力
の
賜
物
で
す
。
区
制
施
行
80
周
年
、
そ
し
て
東
京
芸
術
劇
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
迎
え
た
本
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

次
の
新
た
な
一
歩
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

※﹃
銀
座
百
点
﹄　

1
9
5
5

（
昭
和
30
）
年
創
刊
。＂
銀
座
の

か
お
り
＂
を
届
け
な
が
ら
、
情

報
だ
け
で
な
く
銀
座
の
文
化
を

表
現
す
る
こ
と
に
ポ
イ
ン
ト
を

置
い
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
各

界
の
有
名
人
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
、

座
談
会
が
有
名
（﹃
銀
座
百
点
﹄

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。
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2
0
0
8
年
度

2
0
0
9
年
度

2
0
1
0
年
度

2
0
1
1
年
度

2
0
1
2
年
度

第
1
期

第
2
期

第
3
期

第
1
期

第
2
期

第
1
期

第
2
期

第
1
期

特

特

特

2
0
1
2
年
度

※特＝特別講演会

5／21
6／4
6／18
7／2

7／16
9／24
10／8
10／21
11／5
11／19
1／21
2／10
2／18
３／４

3／18

5／27

6／10

7／1
7／7
7／22

1／27
２／ ３
2／17
3／10
3／17
5／19
6／ 2
6／9
6／30
7／14
10／13
10／20
11／10
11／24
12／8
5／18
5／25
6／1
6／15
6／29
7／6
9／21

3／21

5／7

9／19

9／26

10／17

10／24

11／17

私の野球人生
父・寺田政明と池袋モンパルナス
舞台俳優として生きて
こころを動かす言葉

シェイクスピアから見た「バラ」
歴史にみる文化都市づくり
日本のミュージカルの未来
舞台は楽し
私の観劇半世紀
シェイクスピアから見た「父と娘」
よくばりな私
芸術とニヒリズム
もしかしたら幸せ？
文化を守る
～徳川義親の足跡をたどって～
シェイクスピアから見た
今の社会（世の中）
日本の表現力
～手塚治虫のルーツを探る～
糸でつなぐ江戸～東京
結城座・人形芝居よもやま話
[Ｂｕｔ-ａ-Ｉ]
人生はショータイム

天職と適職～作る者と演じる者～

シェイクスピア劇の衣装
ドラマと人生
出会いは人生の宝物
新しい都市

（演題なし）
宝塚から琵琶の世界に
好きなことを追いかけると道は開ける
日本の演劇について

（演題なし）
大相撲と神
マンガとアニメと手塚治虫
狂言の心
私と演劇と
高畑淳子の“競馬馬”的人生
はじめがあれば終りがある
芸術なんていらない？
雅楽のすごさと音楽のおもしろさ
演じるということ
日本の漫画はなぜ世界を制したか
文化による日本の再建－都市の役割－
指揮者たち
野田秀樹と近藤良平対談　
※台風により2012 年 5 月 7 日に延期

朝丘雪路の人と人とのコミュニケーション

野田秀樹と近藤良平対談
※台風により延期開催
シェイクスピアの歴史劇－

『リチャード三世』を中心に
読書のすすめ

マス・コミからミニ・コミへ
誠実なコミュニケーションとは
４５年の女優生活を振り返って

（小田島塾長との対談）
物語の余白（小田島塾長との対談）

野球評論家
俳優
劇団文化座代表
アナウンサー
千葉市女性センター名誉館長
としま文化フォーラム塾長
作家
企画・演出・振付家
女優
演劇評論家
としま文化フォーラム塾長
女優
文芸評論家
女優

（財）徳川黎明会会長

としま文化フォーラム塾長

ヴィジュアリスト

江戸糸あやつり人形
結城座・座長
アーティスト
女優
としま文化フォーラム塾長
女優
ミュージカルクリエイター
漫画家
脚本家
女　優
建築家
俳優
筑前琵琶奏者
落語家
演劇評論家
作家
脚本家
手塚プロダクション社長
能楽師
演出家
女優
女優
俳優
雅楽師
女優
マンガ家
文化庁長官
指揮者
劇作家・演出家・役者
コンドルズ主宰・振付家
女優
演劇評論家
劇作家・演出家・役者
コンドルズ主宰・振付家
としま文化フォーラム塾長

（株）ジュンク堂書店
代表取締役社長
アナウンサー、司会者、朗読者

女優

女優

堀内恒夫 
寺田 農 
佐々木 愛 
加賀美幸子 

小田島雄志 
童門冬二 
謝珠栄 
剣幸 
渡辺保 
小田島雄志 
春日宏美 
三浦雅士 
冨士眞奈美 
徳川義崇 

小田島雄志 

手塚 眞 

結城孫三郎 

日比野克彦 
木の実ナナ 
小田島雄志 
真琴つばさ 
浅井さやか 
萩尾望都 
ジェームス三木 
島田歌穂 
隈 研吾 
奈良岡朋子 
上原まり 
柳家花緑 
大笹吉雄 
阿川佐和子 
内館牧子 
松谷孝征 
野村 萬
鵜山 仁 
高畑淳子 
渡辺美佐子 
篠井英介 
東儀秀樹 
毬谷友子 
里中満智子 
近藤誠一 
井上道義 
野田秀樹 
近藤良平 

朝丘雪路 
水落 潔 

野田秀樹 
近藤良平 

小田島雄志 

工藤恭孝 

小林大輔 

白石加代子 

中嶋知子 
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文化と経済
バレエと私

（森下洋子氏と対談）
日本の音楽、世界の音楽
古くて新しい
シェイクスピアから見た「文化・芸術」
文化と経済

『映画』『舞台』そして私
私の美術遊園地
異文化から再発見する日本
シェイクスピアから見た「人間」
私の女優人生
私の舞台空間
音楽が芝居や映像と出合うとき
いまの日本の物語
シェイクスピアから見た「女性像」
文化でよみがえるフランスの地方都市 / ナント市
可能性をつくる

（演題なし）
声ってどこからどうやってでるの？
人と出会う楽しさ
子供たちに平和を！！
シェイクスピアから見た「自分」
文化によるまちづくり 　～銀座の事例～
写真・デジタル＆アナログ
嘘と本当のあいだ
歩いてきた道、歩いてゆく道、
シェイクスピアから見た「夢」
日本文化にわくヨーロッパ

（小田島塾長との対談）
歴史と物語のはざま
西洋音楽の謎を解き明かそう
シェイクスピアから見た「東」
狂言上演　「鐘の音」　　

文化で日本を元気にしよう
シェイクスピアから見た「笑い」

「ことば」について
すべて歌にこめて
現代日本の家族について
日々＠好日　Hibi-Kojitu
ヒゲタマのダメモト精神

（小田島塾長との対談）
私の『コレクション展』の裏ばなし

（聞き手：朝日新聞社　佐藤洋子氏）
楽しい歴史学習法
シェイクスピアから見た「春夏秋冬」
流儀について
アングラの頃

（小田島塾長との対談）
私のシネマライフ
シェイクスピアから見た「父と子」
演技指導ということ
スペイン今昔物語
新しい都市は、美術によって生まれかわる
シェイクスピアから見た「知性｣
女性の教養と品格 
 ～人との関わり、出会いを見つめて～

（小田島塾長との対談）

シェイクスピアから見た「旅」
小さな人間のこと
旅からの視点
変化の時代に生きる

(社)企業メセナ協議会会長
バレリーナ
バレエ評論家
指揮者
狂言師
としま文化フォーラム塾長
(社)企業メセナ協議会会長
女優
銅版画家
作家
としま文化フォーラム塾長
女優
舞台美術家
作曲家
作家
としま文化フォーラム塾長
(仏)ナント市　文化局長
建築家
噺家
音楽家
女優
写真家
としま文化フォーラム塾長
(社)企業メセナ協議会会長
写真家
作　家
女優・演出家
としま文化フォーラム塾長
外交評論家
女　優
劇画家・声楽家
作曲家
としま文化フォーラム塾長
狂言師

文化庁長官
としま文化フォーラム塾長
コラムニスト・童話作家
歌手
文化庁長官
アートディレクター
オペラ歌手
女優
詩人

イラストレーター
としま文化フォーラム塾長
作家
人形作家
歌手
岩波ホール総支配人
としま文化フォーラム塾長
映画監督
作家
アートディレクター
としま文化フォーラム塾長
昭和女子大学学長

東京宝塚劇場支配人

としま文化フォーラム塾長
作家
写真家
東京芸術劇場館長
ＮＨＫ会長

福原義春 
森下洋子 
山野博大 
大友直人 
九世野村万蔵 
小田島雄志 
福原義春 
佐久間良子 
山本容子 
椎名 誠 
小田島雄志 
鳳 蘭 
朝倉 摂 
池辺晋一郎 
山田太一 
小田島雄志 
ジャン･ルイ･ボナン 
安藤忠雄 
柳家小三冶 
畑中良輔 
吉行和子 
田沼武能 
小田島雄志 
福原義春 
篠山紀信 
村松友視 
渡辺えり 
小田島雄志 
磯村尚徳 
竹下景子 
池田理代子 
三枝成彰 
小田島雄志 
初代野村 萬 
九世野村万蔵 
河合隼雄 
小田島雄志 
天野祐吉 
石井好子 
河合隼雄 
長友啓典 
岡村喬生 
麻実れい 
大岡  信 

南 伸坊 
小田島雄志 
沢木耕太郎 
四谷シモン 
阿川泰子 
高野悦子 
小田島雄志 
山田洋次 
逢坂 剛 
北川フラム 
小田島雄志 
坂東眞理子 

小川甲子 
（甲にしき）
小田島雄志 
澤地久枝 
関口照生 
福地茂雄 

4／28
5／12

5／26
6／9
6／23
9／22
9／29
10／13
10／27
11／10
1／26
2／ 9
2／23
3／9
3／16
9／ 3
2／28
5／25
6／1
6／8
6／29
7／6
9／28
10／12
10／26
11／9
11／22
1／26
2／8
2／22
3／8
3／23
11／23

(都市宣言)
5／24
6／7
6／21
7／5
7／19
9／26
10／11
10／25

11／8
11／22
1／24
2／7
2／21
3／7
3／22
9／27
10／11
10／25
11／ 8
11／22

1／30

2／12
2／27
3／13
3／26

2
0
0
4
年
度

2
0
0
5
年
度

2
0
0
6
年
度

2
0
0
7
年
度

第
1
期

第
2
期

第
3
期

特

第
1
期

第
2
期

第
3
期

特

第
1
期

第
2
期

第
3
期

第
1
期

第
2
期

としま文化フォーラム　講師一覧　（敬称略•講師の肩書きは講演当時のものです）

講演日 講師 講演タイトル
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ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ー
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー

小
学
生
を
対
象
と
し
た
芸
術
体
験
、
実
践
、
交
流
の
場

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
育
成
型
事
業
の
必
要
性
を
認
識
し
、
課
題
と
し
て
い
た
と
し
ま
未
来

文
化
財
団
で
は
、「
区
民
で
つ
く
る
演
奏
会
」な
ど
の
音
楽
監
督
、
楽
団
指
揮
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
東
京
音

楽
大
学
の
坂
本
和
彦
氏
と
協
議
を
重
ね
、
2
0
0
4（
平
成
16
）年
度
、
区
内
小
学
生
を
対
象
と
し
た
事
業「
ジ
ュ
ニ
ア
・

ア
ー
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

事
業
の
目
的
は
、
通
う
学
校
や
学
年
の
違
う
子
ど
も
た
ち
が
、
音
楽
や
演
劇
な
ど
の
芸
術
体
験
を
通
し
て
、
自
己

表
現
、
自
己
実
現
の
方
法
を
学
び
な
が
ら
交
流
し
、
心
豊
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
、
成
長
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な

と
し
ま
未
来
文
化
財
団
の

主
な
事
業
か
ら

2011（平成23）年度

2012（平成24）年度

友好都市・山形県遊佐町の「遊佐町音楽祭」に出演。メンバー31名が坂本先生と遊佐

町生涯学習センターのホールで「 夢人」を披露。「遊佐町子ども合唱団スマイル・キッズ」

と共演

80周年記念式典＆みんなの絆コンサート、オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、「区民でつくる

演奏会　いっぽ・イッポ・み・ら・い・へⅧ」、音楽成人式、としま発新作オペラコミック「君と♡

見る夢」に出演

（
公
財
）
と
し
ま
未
来
文
化
財
団
は
、
区
の
文
化
政
策
の
一
翼
を
担
い
、
魅
力
あ
る
豊
島
区
づ
く
り
の
た
め
、「
文

化
に
よ
る
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
文
化
芸
術
事
業
・
地
域
づ
く
り
事
業
の
推
進
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
に
優
れ
た
芸
術
体
験
・
実
践
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
、
次
世
代
の
育
成
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

（
文
責　（
公
財
）
と
し
ま
未
来
文
化
財
団
）
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こ
と
を
感
じ
て
も
ら
う
場
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
で
す
。
年
々
活
動
の
場
を
広
げ
、
豊
島
区
内
の
み
な
ら
ず
、
区
外

の
地
域
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
こ
と
も
、
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
6（
平
成
18
）年
度「
区
民
で
つ
く
る
演
奏
会
～
い
っ
ぽ
・
イ
ッ
ポ
・
み
・
ら
・
い
へ
Ⅱ
」（
東
京
芸
術
劇
場
大
ホ

ー
ル
、
現
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）で
は
、
区
の
友
好
都
市
山
形
県
遊
佐
町
か
ら「
遊
佐
町
子
ど
も
合
唱
団
ス
マ
イ
ル
・
キ

ッ
ズ
」「
遊
佐
混
声
合
唱
団
」の
有
志
、
総
勢
2
0
0
名
に
の
ぼ
る
方
々
を
招
へ
い
し
、
共
に
オ
ペ
ラ
の
名
曲
と
日
本

民
謡
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
08（
平
成
20
）年
度
に
は
千
葉
県
君
津
市
で
行
わ
れ
た「
き
み
つ
夢

未
来
コ
ン
サ
ー
ト
」に
友
情
出
演
。
そ
の
後
も
こ
の
２
地
方
都
市
と
の
積
極
的
な
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
2
0
1
3（
平
成
25
）年
3
月
に
は
、
豊
島
区
制
施
行
80
周
年
を
記
念
し
た
新
作
オ
ペ
ラ
コ
ミ
ッ
ク「
君
と
♡

見
る
夢
」で
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ー
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
生
が
2
人
、
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。

　

上
手
に
歌
を
歌
え
る
子
ど
も
合
唱
団
、
う
ま
い
演
技
が
で
き
る
子
ど
も
劇
団
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
多
彩
な
芸

術
に
触
れ
る
こ
と
で
、
全
身
で
表
現
で
き
る
心
豊
か
な
人
材
を
育
て
た
い
。
そ
の
願
い
が
か
な
い
つ
つ
あ
る
と
い
う

実
感
を
、
事
業
開
始
か
ら
10
年
を
目
前
と
し
て
強
く
し
て
い
ま
す
。

自
分
か
ら
表
現
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
、
感
動
を
分
か
ち
合
う

と
し
ま
未
来
文
化
財
団　

坂
本
和
彦
・
音
楽
監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

　
「
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ー
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
誕
生
の
き
っ
か
け
は
、
群
馬
県
太
田
市
の
「
お
お
た
芸
術

2007（平成19）年度

2008（平成20）年度

2009（平成21）年度

2010（平成22）年度

【
主
な
公
演
実
績
】

区民参加によるアートステージ公演オペラ「ヘンゼルとグレーテル」に主要な配役として

出演、音楽成人式に出演

区民参加によるアート・ステージ公演オペラ「夕鶴」に出演

区民参加によるアートステージ公演オペラ「ひかりのゆりかご」に出演

区民参加によるアートステージ公演オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、足立区立合唱団

定期演奏会、東京芸術劇場の「心をつなぐ　夢　そして未来へ」コンサートに出演
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学
校
」（
※
）
の
演
奏
会
を
視
察
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
重
要
性
を
強
く
感
じ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
が
目
指
し
た
の
は
、
演
奏
や
演
技
の
上
手
な
メ
ン
バ
ー
を
選
抜
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
や
合
唱
団
、
劇
団
を
運
営
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
応
募
者
に
は
、
ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ
ン
を
習
っ
て
い
る
子
も
い
ま
す
。
で
も
、
楽
譜
が
読
め

な
く
て
も
音
感
の
い
い
子
は
い
る
。
子
ど
も
時
代
、
芸
術
に
触
れ
る
最
初
の
段
階
で
、
で
き
る
、
で
き
な
い

の
優
劣
に
こ
だ
わ
り
、
仲
間
同
士
で
壁
が
で
き
て
し
ま
う
の
は
避
け
た
い
。
み
ん
な
で
一
緒
に
ひ
と
つ
の
こ

と
に
取
り
組
む
楽
し
さ
を
追
求
し
た
い
。
子
ど
も
た
ち
が
東
京
芸
術
劇
場
で
プ
ロ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
歌
い

手
と
と
も
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
と
い
う＂
勇
気
＂が
重
要
な
の
で
す
。

　

6
年
間
活
動
を
続
け
て
い
る
子
も
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
１
年
ご
と
に
解
散
、
新
た
に
募
集
す
る
形
を

と
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
そ
れ
を
や
り
た
い
動
機
が
あ
る
か
ど
う
か
、
自
分
か

ら
何
を
習
得
す
る
か
、
ど
う
表
現
し
た
い
の
か
が
大
切
。
自
主
性
の
も
と
に
集

ま
っ
て
い
る
の
で
、
保
護
者
の
サ
ポ
ー
ト
、
連
携
も
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
す
。

　

区
内
の
活
動
に
留
ま
ら
ず
、
他
地
域
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
る
の
も
豊
島
区

な
ら
で
は
の
特
徴
で
す
ね
。
豊
島
区
を
広
く
全
国
に
発
信
す
る
の
に
有
効
で
す

し
、
共
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
大
き

な
財
産
に
な
る
は
ず
。
こ
れ
か
ら
も
、
積
極
的
に
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

さ
か
も
と
・
か
ず
ひ
こ　

東
京
音
楽
大
学
指
揮
科
卒
業
。

1
9
8
6
年
「
三
人
の
女
達
の

物
語
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
藤
原
歌

劇
団
、
日
本
オ
ペ
ラ
協
会
を
中

心
と
し
、
数
々
の
公
演
、
多
く

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
客
演
。

2
0
0
9
年
11
月
12
日
、
天
皇

陛
下
御
即
位
20
年
、
御
成
婚

50
年
の
慶
祝
行
事
に
て
奉
祝
曲

を
指
揮
。
日
本
オ
ペ
ラ
振
興
会

歌
手
育
成
部
講
師
お
よ
び
指
揮

者
、
東
京
音
楽
大
学
お
よ
び
大

学
院
、
同
付
属
高
校
講
師
。

日
本
指
揮
者
協
会
幹
事
。

※
お
お
た
芸
術
学
校 

群
馬
県

太
田
市
が
１
９
９
６（
平
成
８
）

年
に
設
立
。
小
中
学
生
を
対

象
に
本
科
（
基
礎
コ
ー
ス
）
と

し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
合
唱
、

演
劇
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
ソ
ル

フ
ェ
ー
ジ
ュ
科
、
本
格
的
な
芸

術
活
動
を
目
指
す
付
属
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
合
唱
団
、
劇
団
が

あ
る
。
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目
白
三
人
の
会

目
白
を
拠
点
と
す
る
舞
踊
家
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
舞
台

　
「
目
白
三
人
の
会
」は
、
J
R
山
手
線
目
白
駅
近
く
に
舞
踊
ス
タ
ジ
オ
の
拠
点
を
置
く
日
本
舞
踊
の
花
柳
千
代
さ

ん
、
現
代
舞
踊
の
芙
二
三
枝
子
さ
ん
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
小
林
紀
子
さ
ん
と
い
う
三
人
の
国
際
的
舞
踊
家
に
よ

り
、
1
9
8
4（
昭
和
59
）年
7
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。「
踊
り
は
す
べ
て
の
人
の
も
の
」と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
ジ

ャ
ン
ル
を
超
え
て
力
を
合
わ
せ
、
地
域
の
方
々
に
踊
り
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ジ
オ
を
舞

台
に「
目
白
三
人
の
会
～
芸
術
へ
の
招
待
」を
上
演
、
草
の
根
の
活
動
を
始
め
た
の
で
す
。

　

こ
の
動
き
に
注
目
し
た
豊
島
区
が
支
援
す
る
こ
と
と
な
り
、
1
9
8
6（
昭
和
61
）年
9
月
の
公
演
か
ら
、
豊
島
区

の
主
催
に
よ
る
第
1
回
舞
踊
鑑
賞
講
座
と
し
て
、
豊
島
区
民
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
劇
場
で
の
開
催
を
経
て
、
90（
平
成
2
）年
の
東
京
芸
術
劇
場
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、

同
劇
場
中
ホ
ー
ル（
現
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
）へ
と
そ
の
舞
台
を
移
し
ま
し
た
。
地
域
の
た
め
に
始
ま
っ
た
活
動
が
、
目
白
か

ら
豊
島
区
、
さ
ら
に
東
京
都
全
体
へ
と
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
、
感
動
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

豊
島
区
が「
文
化
創
造
都
市
宣
言
」を
行
っ
た
2
0
0
5（
平
成
17
）年
、
同
会
は「
豊
島
区
文
化
功
労
表
彰
」を
、
さ

ら
に
07（
平
成
19
）年
に
は
東
京
都
功
労
者
表
彰
に
お
い
て
、「
文
化
功
労
」表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
そ
の
業
績
は
区
内

外
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
島
区
の
東
京
都
初
と
な
る「
平
成
20
年
文
化
庁
長
官
表
彰︿
文
化
芸
術
創
造
都
市
部
門
﹀」の
受
賞
に
大
き
く

左
か
ら
小
林
紀
子
、
芙
二
三
枝

子
、
花
柳
千
代
の
各
氏

89



寄
与
す
る
と
と
も
に
、
区
が
目
指
す「
文
化
と
品
格
を
誇
れ
る
価
値
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
の
原
動
力
と
も
な

っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
0（
平
成
22
）年
に
結
成
25
周
年
を
迎
え
、ま
す
ま
す
充
実
し
た
円
熟
味
あ
ふ
れ
る
内
容
で
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。

と
し
ま
能
の
会

区
ゆ
か
り
の
関
係
者
の
協
力
に
よ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
伝
統
芸

　
「
と
し
ま
能
の
会
」は
1
9
8
8（
昭
和
63
）年
、
区
立
東
池
袋
中
央
公
園
の
仮
設
舞
台
で
開
催
さ
れ
た
第
1
回
国
際

演
劇
祭
の
開
幕
を
記
念
し「
と
し
ま
薪
能
」を
上
演
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
能
は
観
世
元
昭
師
、
狂
言
は
和
泉

流
野
村
万
之
丞
師（
現
初
世
萬
）、
太
鼓
、
小
鼓
、
笛
、
地
謡
、
後
見
等
出
演
者
全
員
が
豊
島
区
民
で
し
た
。
96（
平
成

8
）年
か
ら
は
会
場
を
東
京
芸
術
劇
場
中
ホ
ー
ル（
現
プ
レ
イ
ハ
ウ
ス
）に
移
し
、「
と
し
ま
区
民
芸
術
祭
」と「
池
袋
演
劇

祭
」の
皮
切
り
公
演
と
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
企
画
は
、
初
回
か
ら
能
楽
評
論
家
で
横
浜
能
楽
堂
館
長
で
あ
る
山
崎
有
一
郎
氏
に
構
成
、
監
修
、
解
説
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
2
0
1
2（
平
成
24
）年
度
は
能
、
狂
言
、
舞
囃
子
す
べ
て
を
祝
言
演
目
で
構
成
。
さ
ら
に
、
白
寿

を
迎
え
ら
れ
た
山
崎
先
生
が
、
ご
自
身
で
作
詞
さ
れ
た
豊
島
区
を
祝
っ
た「
こ
と
ほ
ぎ
の
謡
」が
披
露
さ
れ
、
豊
島

区
制
施
行
80
周
年
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

解
説
す
る
山
崎
有
一
郎
氏
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一
方
、
区
民
向
け
に「
能
＆
狂
言
セ
ミ
ナ
ー
」を
2
0
0
9（
平
成
21
）年
か
ら
開
催
。
野
村
家
の
ご
協
力
に
よ
り
南

長
崎
の「
よ
ろ
づ
舞
台
」を
お
借
り
し
て
、
野
村
万
蔵
氏
を
講
師
に
、
能
、
狂
言
の
観
賞
の
心
得
、
見
所
、
舞
台
の

裏
話
な
ど
の
お
話
、
舞
台
で
の
所
作
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
熱
心
で
わ
か
り
や
す
い
解
説
が
好
評
で
、
毎
回
多
く

の
方
々
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
1（
平
成
23
）年
に
は
、
区
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生
を
対
象
に
、
狂
言
に
ふ
れ
、
親
し
ん
で
も
ら
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ「
子
ど
も
狂
言
教
室
」を
実
施
し
ま
し
た
。
夏
休
み
限
定
の
３
回
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
12（
平
成
24
）年
度

は
8
月
か
ら
翌
年
の
１
月
ま
で
の
8
か
月
間
・
全
11
回
に
拡
大
し
、
万
蔵
、
野
村
扇
丞
、
野
村
太
一
郎
の
各
氏
に
ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
月
に
は
国
立
能
楽
堂
で「
萬
狂
言　

フ
ァ
ミ
リ
ー
狂
言
会
」を
鑑
賞
し
、
3
月
の「
よ
ろ

づ
舞
台
」で
の
発
表
会
で
締
め
く
く
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
言
葉
づ
か
い
、
発
声
、
立
ち
居
振
る
舞
い
を
ど
の
よ

う
に
身
に
つ
け
た
か
、
稽
古
の
成
果
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

華
麗
な
る
彩
り

区
内
の
名
所
、
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
も
好
評

　

　

と
し
ま
区
日
本
舞
踊
家
集
団
は
、
豊
島
区
在
住
の
日
本
舞
踊
の
名
取
の
方
々
が
流
派
を
超
え
て
、
1
9
9
4（
平
成

6
）年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
舞
踊
の
振
興
、
発
展
、
普
及
を
目
指
し
、
次
世
代
の
人
材
の
育
成
、
地
域
へ
の

と
し
ま
能
の
会　

公
演
よ
り

観
世
流
能
「
石
橋
」

子
ど
も
狂
言
教
室
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貢
献
も
そ
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

1
9
9
5（
平
成
7
）年
か
ら
は
、
日
頃
の
厳
し
い
稽
古
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
芸
を
披
露
す
る
舞
台「
華
麗
な
る
彩

り
」を
開
催
。「
と
し
ま
区
民
芸
術
祭
」参
加
公
演
と
し
て
行
わ
れ
、
日
本
の
伝
統
的
な
美
、
日
本
人
の
心
や
奥
ゆ
か

し
さ
を
華
麗
に
演
じ
舞
い
、
区
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
9（
平
成
21
）年
度
に
は
、
結
成
15
周
年
を
記
念
し
て
、「
江
戸
・
東
京
・
豊
島
～
人
々
の
息
吹
～
」と
題
す

る
企
画
作
品
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。「
い
つ
の
時
代
も
、
日
々
の
営
み
を
慈
し
み
、
そ
の
地
に
力
強
く
生
き
る
人
々

の
姿
を
江
戸
か
ら
東
京
そ
し
て﹃
と
し
ま
未
来
へ
﹄と
描
く
舞
踊
絵
巻
」が
観
客
に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

2
0
1
0（
平
成
22
）年
度
か
ら
は
先
生
方
の
指
導
に
よ
る
、区
内
在
住
・
在
学
の
５
歳
児
か
ら
小
学
校
6
年
生
ま
で

を
対
象
と
し
た「
こ
ど
も
達
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
始
し
、お
稽
古
の
成
果
を
本
公
演
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

 

さ
ら
に
、
豊
島
区
制
施
行
80
周
年
で
あ
る
2
0
1
2（
平
成
24
）年
度
は
、
区
内
の
名
所
、
旧
跡
を
は
じ
め
地
域
に
根

ざ
し
た
文
化
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
新
作
舞
踊「
豊
島
巡
り
名
所
踊
絵
」が
初
演
さ
れ
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
区

内
の
名
所
や
歴
史
を
紹
介
し
な
が
ら
、
色
と
り
ど
り
の
風
景
、
風
俗
、
文
化
が
日
本
舞
踊
と
し
て
表
現
さ
れ
、
豊
島

区
無
形
民
俗
文
化
財
の
長
崎
獅
子
舞
と
冨
士
元
囃
子
の
お
祝
芸
の
獅
子
舞
も
招
い
て
、
記
念
事
業
に
ふ
さ
わ
し
い
華

や
か
な
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
島
区
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
認
証
式
典
＆
記
念「
祝
」コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
子
ど
も
た
ち
が
出
演
し
、
外
国
の
お
客
様
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
取
り
組
み
は
伝
統
芸
能
と
し
て
の
日
本
舞
踊
の
素
晴
ら
し
さ
を
堪
能
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
ご
覧
に

な
っ
た
方
々
が
あ
ら
た
め
て
地
元
豊
島
区
へ
の
理
解
と
愛
着
を
深
め
る
効
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
認
証
記
念

「
祝
」
コ
ン
サ
ー
ト
よ
り

（
写
真
右
）
と
し
ま
区
日
本
舞

踊
家
集
団
会
員
の
門
下
生
に
よ

る
「
舞
踊　

春
の
海
」

（
写
真
左
）
日
本
舞
踊
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
「
舞
踊　

さ
く
ら
さ
く

ら
」
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︻
管
理
・
運
営
し
て
き
た
施
設

（
昭
和
60
年
～
平
成
16
年
度
）
︼

豊
島
公
会
堂
、
豊
島
区
民
セ
ン

タ
ー
、
勤
労
福
祉
会
館
、
駒
込
、

南
大
塚
、
千
早
の
各
社
会
教
育

会
館
、
青
年
館
、
豊
島
、
巣
鴨
、

西
巣
鴨
の
各
体
育
館
、
総
合
体

育
館
、
豊
島
プ
ー
ル
、
荒
川
野

球
場
、
雑
司
が
谷
社
会
教
育
会

館
、
雑
司
が
谷
体
育
館
、
巣
鴨

社
会
教
育
会
館
、
西
池
袋
温

水
プ
ー
ル
、
三
芳
グ
ラ
ン
ド

昭
和
60（
1
9
8
5
）
年
4
月

昭
和
62
年
度

昭
和
63
年
度

平
成
元
年
度　

４
月

平
成
２
年
度

平
成
３
年
度

平
成
４
年
度

平
成
６
年
度

平
成
14
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
4
月

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

平
成
23
年
4
月

平
成
24
年
度

財
団
法
人
豊
島
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
振
興
公
社
発
足

『
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
シ
ア
タ
ー
』『
美
術
へ
の
誘
い
』『
と
し
ま
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ま
つ
り
』
始
ま
る

『
区
民
参
加
オ
ペ
ラ
』
ス
タ
ー
ト

財
団
法
人
豊
島
区
街
づ
く
り
公
社
発
足
。『
と
し
ま
薪
能
』『
民
俗
芸
能
in
と
し
ま
』『
区
民
で
つ
く
る
第
九
演
奏
会
』
ス
タ
ー
ト

豊
島
区
と
共
催
で
『
と
し
ま
区
民
芸
術
祭
』
ス
タ
ー
ト

『
と
し
ま
史
跡
探
訪
シ
リ
ー
ズ
』
発
行
、
公
社
設
立
５
周
年
記
念
誌
『
５
年
の
あ
ゆ
み
』
発
行

『
と
し
ま
寄
席
』
ス
タ
ー
ト

区
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
『
と
し
ま
歌
舞
伎
』
開
催
、『
豊
島
公
会
堂
の
40
年
』
発
行

『
と
し
ま
歌
舞
伎
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
ス
タ
ー
ト

区
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業　

区
民
の
歌
発
表　

さ
だ
ま
さ
し
作
曲
「
と
し
ま
未
来
へ
」『
豊
島
公
会
堂
の
50
年
』
発
行
、
辻
村

寿
三
郎
脚
本
・
演
出
・
出
演
の
人
形
芝
居
「
化
鳥
」
公
演

「
と
し
ま
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
ジ
ュニ
ア
・
ア
ー
ツ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
ス
タ
ー
ト

財
団
法
人
と
し
ま
未
来
文
化
財
団
発
足
（
旧
財
団
法
人
豊
島
区
街
づ
く
り
公
社
と
統
合
）　

指
定
管
理
者
制
度
ス
タ
ー
ト

【
豊
島
区
民
セ
ン
タ
ー
、
豊
島
公
会
堂
、
地
域
文
化
創
造
館
（
駒
込
・
巣
鴨
・
南
大
塚
・
雑
司
が
谷
・
千
早
）、
勤
労
福
祉
会
館
の
管
理
運
営
】

お
よ
び
東
京
芸
術
劇
場
を
中
心
に
し
た
芸
術
事
業
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
開
催

財
団
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
と
し
ま
く
ん
」
登
場
、
各
地
域
文
化
創
造
館
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

豊
島
区
立
舞
台
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
（
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
）
の
オ
ー
プ
ン
。
※
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
「
三
番
叟
」（
狂
言
師
：
野
村
萬
）、

※
杮
落
と
し
公
演
「
ハ
ロ
ル
ド
＆
モ
ー
ド
」「
駅
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
」「
海
と
日
傘
」「
朱
雀
家
の
滅
亡
」

「
池
袋
演
劇
祭
」
20
周
年
記
念
事
業　

ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
作
・
演
出
「
池
袋
わ
が
町
」
公
演
、
区
民
で
つ
く
る
演
奏
会

「
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

レ
ク
イ
エ
ム
」（
ソ
リ
ス
ト
・
錦
織
健
、
合
唱
2
5
0
名
）、
各
地
域
文
化
創
造
館
、
勤
労
福
祉
会
館
の
再
度
指
定
管
理
者
に

新
財
団
設
立
５
周
年
記
念
事
業
「
池
袋
わ
が
町
」
再
演
と
友
好
都
市
（
山
形
県
遊
佐
町
、
長
野
県
箕
輪
町
、
三
重
県
名
張
市
）
で
の
巡
回
公
演
、

岐
阜
発
新
作
オ
ペ
ラ
「
ひ
か
り
の
ゆ
り
か
ご
」
公
演
、
平
成
20
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
受
賞
記
念
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」

公
演
、
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
「
に
ゅ
〜
盆
踊
り
」、
南
大
塚
地
域
文
化
創
造
館
「
つ
か
コ
レ
2
0
0
9
フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
等

豊
島
区
民
セ
ン
タ
ー
、
豊
島
公
会
堂
、
勤
労
福
祉
会
館
が
再
度
指
定
管
理
者

「
雑
司
が
谷　

案
内
処
」
オ
ー
プ
ン
、
あ
う
る
す
ぽ
っ
と
チ
ェ
ー
ホ
フ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
0
、「
目
白
三
人
の
会
」
25
周
年
記
念

公
演
、
財
団
設
立
25
周
年
記
念
公
演
「
あ
り
が
と
う　

感
謝
で
紡
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト
〜
心
で
つ
な
ぐ　

夢　

そ
し
て
未
来
へ
〜
」
開
催

公
益
財
団
法
人
へ
移
行

区
制
施
行
80
周
年
記
念
事
業
『
君
と
♡
見
る
夢
』
公
演
、
豊
島
公
会
堂
開
館
60
周
年
記
念
『
立
川
志
の
輔
独
演
会
』

﹇（
公
財
）
と
し
ま
未
来
文
化
財
団
の
歩
み
﹈
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│
学
長
・
総
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

2
0
0
7（
平
成
19
）年
11
月
19
日
、
豊
島
区
は
区
内
6
大
学（
学
習
院
大
学
、
女
子
栄
養
大
学
、
大
正
大
学
、
帝
京
平
成
大
学
、

東
京
音
楽
大
学
、
立
教
大
学
）と
、「
豊
島
区
と
区
内
大
学
と
の
連
携
・
協
働
に
関
す
る
包
括
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は「
街
全
体
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
！
」を
合
い
言
葉
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
的
、
知
的
、
物
的
資
源
の
交
流
を
図
り
、

教
育
機
能
の
向
上
と
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指
し
て
連
携
・
協
働
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

中
心
と
な
る
事
業
の
ひ
と
つ
に「
と
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
大
学
」が
あ
り
ま
す
。
学
び
を
通
じ
て
人
と
人
が
つ
な

が
り
、
活
動
へ
と
つ
な
が
り
、
い
き
い
き
と
し
た
地
域
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る「
地
域
自
治
力
」を
培
う
場
と
し
、

地
域
課
題
を
認
識
し
て
地
域
を
変
え
て
い
く
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
各
大
学
の
教
室
や
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
特
色
を
生
か
し
た
年
間
延
べ
60
～
70
の
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
（
※
1
）。

　

協
定
の
更
新
年
に
あ
た
る
2
0
0
9（
平
成
22
）年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
6
大
学
の
学
長
、
総
長
に
よ
る
懇
談
会
（
※
2
）

で
は
、「
大
学
相
互
の
連
携
も
図
る
べ
き
」「
学
内
で
の
周
知
が
必
要
」「
行
政
か
ら
大
学
へ
の
区
民
ニ
ー
ズ
把
握
の

方
法
を
検
討
し
て
ほ
し
い
」「
災
害
時
等
、
危
機
管
理
面
で
の
連
携
・
協
働
体
制
を
確
立
す
べ
き
」な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
連
携
・
協
働
に
向
け
て
、
新
た
な
歩
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

区
制
施
行
80
周
年
に
あ
た
り
、
各
大
学
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

区
内
大
学
と
の
連
携
・
協
働

※
1

「
健
康
科
学
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」

「
地
域
」
と
い
う
4
つ
の
ジ
ャ
ン

ル
に
分
類
さ
れ
、
第
一
線
の
研

究
者
、
専
門
家
が
講
座
を
担

当
。
誰
で
も
い
つ
か
ら
で
も
参

加
が
可
能
。

※
2

懇
談
会
は
協
定
締
結
日
の
前
後

に
毎
年
行
っ
て
い
る
。  
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　本学園は平成25年で創立80周年を迎えます。
豊島区には昭和17年頃、小石川区の大和郷か
ら移転してまいりました。昭和8年、当時多かった
脚気の原因が、ビタミンB 1の欠乏、具体的には
白米の偏食という食生活によること、胚芽米で予
防・治療ができることがわかりました。その研究に
従事した東京大学医学部島薗内科の医師夫妻が、
食生活の改善・普及を目指して建学した、栄養学
を中心とした専門大学です。
　四年制大学・大学院は、昭和35年以来坂戸市
に移りました。現在、豊島区駒込には学生の通学
の利便性から学部二部、短期大学部、そしてお
料理やお菓子作りの専門学校があります。地域
の方 と々は大変親しくさせていただいており、今後
の発展を期待しています。本学の目標は健康と食
生活の研究と普及であり、大学・短大・専門学
校のほかにも通 信 教 育や月刊「栄 養と料 理」

（1935年創刊）や多くの本の発行などを手がけ、皆
様の健康を支える食生活の普及を図っております。
　豊島区の皆様にも、ささやかにとしまコミュニ
ティ大学や小学校などで食育のお手伝いをさせて
いただいています。小さな大学の狭い分野ですが、
食事は万人の日々の営み、1人でも多くの方の健
康と幸せのために努めております。専門学校の教
育のために開設している松柏軒も地域の方々や学
会などのお集まりで重宝されているようです。
　現在も多くの方々が食生活に起因する糖尿病な
どの生活習慣病に悩んでいます。豊かになった食
生活に、ただ美味しさや便利さばかり求めた結果で
す。日常茶飯事と申しますが、日々の食はどうして
も必要ですし、食が生命に拘わることもあります。
皆様には、食を命のインフラとしてご認識いただき、
ときには本学園にもお越しいただくことで地域ぐるみ
で幸せになるお手伝いができるものと考えております。

　豊島区内6大学と豊島区との連携・協働に関
する包括協定が結ばれて、2012年秋で満5年にな
りました。としまコミュニティ大学の講座開設はもち
ろん、それ以外の多様な連携活動も、協定によっ
てしっかりと枠組を与えられた意味は大きいと思い
ます。変動の激しい現代世界のなかで、心豊かな
地域の生活を持続させるには、経済基盤・社会
基盤の整備はもとよりですが、文化をしっかり根づ
かせることは基本です。他方、高度な研究と教育
を遂行している大学は、究極の非営利法人といえ
ます。
　本学は幸いにして区内随一の緑を維持してきま
したが、そういった環境保全や災害対応における
貢献だけでなく、内部に蓄積されてきた多様な資
源を社会に提供・還元することは大学の重要な責
務であります。区内小中学校への教育補助学生
の派遣や、区内外国人のための日本語教室開催
は、教育委員会とも連携して長年継続してきました。
　こうした地域社会とのかかわりは、それに携わっ
た学生たちの成長にも大いに助けとなっています。
それ自体が、重要な教育機会をなしているともいえ
るでしょう。お互いが相乗効果でプラスを実現でき
る、というのが、連携・協働が持続するための鍵
になります。各大学では市民に公開された講演会
などの活動をいろいろ組織しています。学習院大
学でも、史料館や東洋文化研究所が開催する定
例講座をはじめ各種のものがあります。情報面で
の区との連携も密にしていこうではありませんか。

「命のインフラ」＝
食の大切さを地域に伝えたい

豊島区と区内6大学連携の
持続発展のために

女子栄養大学学長　香川芳子 学習院大学長　福井憲彦

Kagawa Nutrition University Gakushuin University
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　帝京平成大学は2008年に新しく池袋キャンパ
スを開校し、2012年度で5年目を迎えました。池
袋キャンパス開校と同時に、豊島区内6大学との
連携・協働に関する包括協定を締結し、豊島区の

「文化」によるまちづくりに連携することとなり、以
来5年間着実に区内の活動を展開させていただき、
高野区長をはじめ関係者の皆様にも感謝しており
ます。
　としまコミュニティ大学では、本学の医療系の分
野を特徴とした公開講座を実施しており、死亡原因
の第1位である「がん」についての講座、災害時を
中心とした「救急救命」についての講座、「介護予
防」の講座、「メンタルヘルス」に関する講座など、
毎シリーズでテーマを決めて講座を複数回実施し、
区民の皆様への情報発信をしてきました。毎回多く
の区民の皆様に受講していただき、受講された皆様
からは、活発な質問をいただき、健康や医療に関す
る関心の高さを感じるとともに、大学として社会に情
報発信できることの重要性を実感しているところです。
　また、池袋キャンパスには接骨院、鍼灸院、臨
床心理センターがあり、区民の皆様にご利用いた
だいています。これらの施設においても新たな取り
組みとして、介護予防体操（ロコモ体操）、漢方
薬を取り入れた東洋医学的な治療などを行ってお
り、通院されている皆様に健康で安心できる地域
づくりを提供していく所存であります。
　豊島区東池袋の地に本学が新しいキャンパスを
構えたことが本学にとっても大きな転機になってい
ることは確かであり、教員、学生、そして地域社
会との連携の点においてもこれまで以上に活発な
活動が行われています。これらの活動を生かし、
発展させ、今後も豊島区との連携をさらに深め、
区民の皆様に認識していただけるような大学づくり
に取り組んで参りたいと考えています。

　大正大学は「智慧と慈悲の実践」を建学の理
念とし、人類の福祉に貢献する人材を養成する平
成 28 年度に創立 90 周年を迎える仏教系大学で
す。すでに40年前から、豊島区教育委員会のもと、
仏教文化・学術・歴史資料に基づいた市民大学
のさきがけとして公開講座を開講、「共生」の理念
のもと、地域社会とともに発展するための地域に
おける諸活動を行っており、学生もその活動の中
で成長させていただいております。
　こうした歴史的経緯を経て、近年、としまコミュ
ニティ大学では仏教や歴史関連の講座のみならず、
地域社会の福祉課題等の講座を展開してまいりま
した。また、「にしすがも友遊まつり」「江戸の花
さくらそうフェア」「天祖神社祭礼」等では教職員・
学生も参加させていただき、地域との文化交流を
深めています。さらに、区制80周年記念事業PR
映像作成においては放送・映像表現コースの学
生がお手伝いをさせていただきました。夏には「鴨
台みたま祭り」（盆踊り）、「光とことばのフェステ
ィバル」（表現学部1 年生作成のねぷたの光のオ
ブジェ）も実施し、多くの方にご来場いただきました。
　 2012年4月には、社会貢献・地域連携を専門
とする新組織・鴨台プロジェクトセンターを発足し、
さらなる地域との交流を図っているところです。
2013年5月には旧中山道通りに面して、本学の
建学理念である仏教精神を具現化した「すがも鴨
台観音堂」（さざえ堂）を完成させ、皆さまに安ら
ぎと楽しさの場を公開します。完成の暁には是非、
多くの方のご来場をお待ちしております。
　大正大学は、これからも、こころ豊かな文化的
な豊島区づくりのために皆様とともに成長していき
たく存じます。今後ともよろしくお願いいたします。

区民の皆様と健康で
安心できるまちづくりをめざして

こころ豊かな
豊島区づくりのために　

帝京平成大学学長　冲永寛子 大正大学学長　多田孝文

Teikyo Heisei University Taisho University
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　 1874年、ウィリアムズ主教によって築地に作
られた小さな私塾を起源とする立教大学は、1918
年、当時はまだ武蔵野の面影を残す池袋に移転
してきました。立教通りから正門を入ると右にチャ
ペル、左に図書館、モリス館のアーケードをくぐる
と左右にかつての学生寮、正面に学生食堂とい
う、赤煉瓦の校舎群が作り出す光景は当時と変
わることがありません。
　この1 世紀の間、立教生は池袋という地で育っ
てきました。地域社会は大学にとって、豊かな学
びの場であると同時に、教育・研究の成果を還元
し検証する場でもあります。その意味でも、豊島
区が「文化創造都市」として推進する「文化による
まちづくり」は、大変意義深いものと考えています。
　池袋キャンパスでは、地域の方々に開かれた公
開講演会やシンポジウムを毎年約200回ほど開催
していますが、豊島区との連携は、理数教育連
携による小中学校の理科教材の開発や、豊島子
ども大学の開講、としまコミュニティ大学でのシニ
ア向けの講座の展開など、世代を超えた多様な
学びの場を生み出しています。また、地元のアー
トイベントである「新池袋モンパルナス西口まちか
ど回遊美術館」の企画と運営、池袋西口公園の
社会実験・緑のアートカフェなどには、多くの学生
が、地元のNPOや商店街・町会の方 と々ともに
関わっています。
　昨年には東京芸術劇場との間で連携・交流協
定を締結しました。池袋西口から劇場広場、そし
て立教大学へと広がる地域を、歴史と伝統をふま
えた最先端の知と文化の発信地として発展させて
ゆきたいと考えています。

　文化庁より「文化芸術創造都市」として表彰さ
れ、文化政策に力を入れている豊島区にあって、
その追い風に乗せていただき、東京音楽大学は
本学の使命である音楽による地域連携を進め、
今後も継続的に発展させてゆきたいと考えており
ます。
　大正 13 年、本学は関東大震災による校舎焼
失により、神田裏猿楽町からこの雑司が谷地区
に移ってまいりましたが、この地域は高度経済成
長期のころ、池袋駅に近い部分が「南池袋」とそ
の町名が変わり、今日に至っております。 区制
80 周年メッセージの中で高野区長が「古き良きも
のと新しいものを融合させ」と語っておられたように、
豊島区により 子母神の参道に案内処を配置す
るなど、古き良き「雑司が谷」に再び光が当てられ
るようになりましたことは、本学にとっても大変うれ
しいことでありました。
　現在、区内の区民ひろばを順番に巡る「区民
ひろば回遊音楽キャラバン」が本学の学生音楽
隊によって展開中でありますが、こうしたイベントを
通じて地域と本学との絆がより深まりますことを願
い、また、2015年には新しい豊島区庁舎が本学
に近い南池袋 2 丁目に完成いたしますこともおお
いに楽しみにしております。2013年の春には副都
心線が横浜まで繋がるとのこと。本学の学生にと
っても、魅力ある雑司が谷であり、池袋であり、そ
して豊島区であり、音楽大学であり続けたいと願
っております。

知と文化の発信地へ 音楽による地域連携の
継続と発展を

立教大学総長　吉岡知哉 東京音楽大学学長　野島稔

Rikkyo University  Tokyo College of Music
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と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想

　

と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
と
は
、「
豊
島
区
文
化
政
策
推
進
プ
ラ
ン
」
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
新

た
な
創
造
の
場
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
、
2
0
1
1
（
平
成
23
）
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
文
化
施
策
で
す
。
豊
島
区

民
を
は
じ
め
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
N
P
O
、
学
生
な
ど
多
様
な
人
々
が
、
区
内
各
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、
自

主
的
・
自
発
的
に
ま
ち
な
か
に
あ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ア
ー
ト
活
動
の
展
開
を
可
能
に
す
る
「
環
境
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
と
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
促
進
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

豊
島
区
と
東
京
都
、
東
京
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
（（
公
財
）東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）、
N
P
O
法
人
ア
ー
ト
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
A
N
J
）
の
四
者
の
主
催
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
文
化
発
信
プ
ロ
ジ

ま
ち
づ
く
り
等
と
の
連
携
に
よ
る
文
化
政
策
の
推
進

都
市
の
文
化
は
、
区
民
や
来
街
者
と
の
双
方
向
的
な
交
流
の
中
で
醸
成
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
さ
ら
に
新
た
な

文
化
的
魅
力
に
発
展
す
る
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
都
市
に
関
わ
る
人
々
が
、
文
化
的
・
創
造
的
な

交
流
に
よ
っ
て
区
内
の
文
化
資
源
を
活
か
し
た
多
様
な
活
動
を
展
開
し
、
ま
ち
づ
く
り
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

※
１

東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
と

は
東
京
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
・
ま

ち
・
活
動
を
ア
ー
ト
で
結
ぶ
こ

と
で
、
東
京
の
多
様
な
魅
力
を

地
域
・
市
民
の
参
画
に
よ
り
創

造
・
発
信
す
る
こ
と
を
目
指
し

「
東
京
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
と
し
て
東
京
都
と

（
公
財
）
東
京
都
歴
史
文
化
財

団
が
展
開
し
て
い
る
事
業
。
ま

ち
な
か
の
地
域
資
源
を
ア
ー
ト

で
結
び
、
ま
ち
の
魅
力
を
創
造
・

発
信
す
る
「
エ
リ
ア
型
プ
ロ
グ

©
 と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
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ェ
ク
ト
室
が
行
う
「
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
」
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

美
術
館
や
劇
場
と
い
っ
た
文
化
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
、
作
品
を
観
る
た
め
の
場
所
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
手
法
が
生
ま
れ
、
定
着
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
文
化
施
設
が
提
供
す
る
事
業
に

お
い
て
、
区
民
が
主
体
的
に
「
自
分
の
こ
と
」
と
し
て
関
わ
る
に
は
、
あ
る
種
の
限
界
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
＂
文
化
事
業
＂
は
、
自
主
的
・
自
発
的
に
個
人
が
活
動
を
は
じ
め
る
こ
と
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
大
切
で
は
な
い
か
、
そ
れ
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
の
事
業
は
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
で
は
、
豊
島
区
で
生
ま
れ
る
自
主
的
な
ア
ー
ト
活
動
を
支
援
し
て
い
く
た
め
に
、「
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
P
1
0
1
参
照
）と「
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
」と
い
う
２
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
」

に
は
、豊
島
区
民
の
自
発
的
な
ア
イ
デ
ア
に
対
し
て
相
談
を
受
け
、区
内
の
人
と
人
、人
と
街
を
つ
な
い
で
い
く
「
ア

ー
ト
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
や
、ゆ
る
や
か
な
勉
強
会
「
Z
の
会
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
Z
の
会
」
は
、「
地
域
」「
ア

ー
ト
」「
場
づ
く
り
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る
方
々
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
Z
」（
※
２
）

で
は
、
地
域
に
住
む
人
び
と
や
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
集
い
、
情
報
交
換
や
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
ム
」、
教
育
・
防
災
・
産
業
・

環
境
・
福
祉
な
ど
の
各
分
野
と

協
働
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
る
活
動
を
推
進
す
る

「
複
合
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
都

内
各
地
で
人
・
ま
ち
・
活
動
を

ア
ー
ト
で
結
び
、＂
ア
ー
ト
ポ

イ
ン
ト
＂
を
ま
ち
な
か
に
つ
く

り
出
し
て
い
く
人
材
を
育
成
す

る
「
人
材
育
成
」、
ア
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
担
い
手
が
実
際
に

活
動
を
行
う
上
で
活
用
す
る
こ

と
の
で
き
る
、
社
会
的
に
必
要

と
さ
れ
て
い
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
」
と
い
う
相
互
に
関
連

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
展
開
し
、

東
京
の
ま
ち
な
か
に
文
化
創
造

拠
点
「
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
」
を

つ
く
り
出
し
て
い
く
。

h
ttp

://b
h

-p
ro

je
c

t.jp
/

a
rtp

o
in

t

※
2

と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
Z
」

雑
司
が
谷
に
あ
る
千
登
世
橋
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
元
カ

フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
を
、
と
し
ま
ア
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
の
拠
点
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「
自
分
ご
と
」
の
公
共
文
化
事
業                       

佐
藤
慎
也（
日
本
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
准
教
授
）

　

と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
の
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ひ
と
り
、
藤
浩
志
さ
ん
は
、
ア
ー
ト
活
動
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
を「
土
・
水
・
風
」と
い
う
言
葉
に
た
と
え
て
い
ま
す
。「
土
」は
、
そ
の
場
所
に
し
っ
か
り

と
根
付
い
た
地
域
の
人
た
ち
。
養
分
を
与
え
、
育
み
、
発
酵
さ
せ
ま
す
。「
風
」は
、
そ
の
場
所
に
一
時
的
に
現
れ
、

新
し
い
も
の
ご
と
を
も
た
ら
す
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
。
ア
イ
デ
ア
や
情
報
な
ど
の
種
を
運
び
ま
す
。
そ
し
て
、「
水
」

は
、
興
味
や
関
心
を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
ら
の
関
係
を
つ
な
ぐ
人
た
ち
で
す
。
豊
島
区
内
に
は「
土
」と
呼
ぶ
こ
と

の
で
き
る
人
や
場
所
が
、
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
構
想
の
ひ
と
つ
目
の
役
割
は
、
そ
の「
土
」へ
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
行
う
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て「
風
」を
送
り
込
む
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
の
役
割
が
、「
水
」と
な
っ

て
こ
れ
ら
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

主
体
的
に
文
化
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
区
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に「
と
し
ま

ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」が
生
ま
れ
、「
人
と
人
」「
人
と
街
」の
間
に
強
く
暖
か
い
絆
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ゴ
ー
ル
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
の
か
、
模
索
を
続
け
な
が
ら
進
め
て
い
る
実
験
的
な
試
み
で

す
。
3
・
11
以
降
の
社
会
で
は
、
こ
う
し
た
公
共
活
動
の
あ
り
方
が
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
用

意
さ
れ
た
公
共
か
ら
主
体
性
の
あ
る
公
共
へ
。
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
は
、
そ
ん
な「
自
分
ご
と
」の

公
共
文
化
事
業
な
の
で
す
。（
談
）

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
ス

タ
ッ
フ
の
集
う
場
で
あ
り
、
区

民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
情
報
交

換
・
交
流
の
拠
点
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
の
機
能
を
持
ち
、

ア
ー
ト
活
動
を
は
じ
め
た
い
人

の
相
談
窓
口
な
ど
、
よ
り
多
く

の
区
民
を
巻
き
込
む
こ
と
の
で

き
る
開
か
れ
た
場
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

［
所
在
地
］
豊
島
区
雑
司
が
谷

3
︲
1
︲
7　

千
登
世
橋
教
育
文

化
セ
ン
タ
ー
B
1
F

さ
と
う
・
し
ん
や

1
9
6
8
年
東
京
生
ま
れ
。
日

本
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科
博
士
前
期
課
程
建
築
学
専

攻
修
了
。
博
士（
工
学
）、一
級
建

築
士
。「
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
構
想
」
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。

3
3

3
1

 A
rts C

h
iyo

d
a

改
修

工
事
も
手
が
け
る
。
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【アートプロジェクト一覧】

「Miracle Waterをつくる。」  藤浩志（美術家）  

地域にあるジャンルを超えた面白い活動の種をリサーチし、興味という養分を注ぎ、実際の活動へとつなげることをサポー
トするクリエイティブチームを結成。「モコモコラボ」では、来場者とともにぬいぐるみ素材の活用法を考えた。

「虫をつくるワークショップ」  ひびのこづえ（コスチューム・アーティスト）  

舞台衣裳などに使われた布のはぎれで、参加者とともに“虫”をモチーフにしたブローチをつくるワークショップ。恒常的に行
うことで、参加者同士の関係性を生み出すことを意図している。

「TAble」  岸井大輔（劇作家）  

2012年4月から劇作の準備として豊島区で調査散歩を行ったところ、豊島区には独特で多種多様なコミュニティや活動
が数多くあるが互いの交流がほとんどないと気付き、「豊島区（Toshima）の可能性（Able）を共に考える場所」TAbleを
つくりたいと考えるように。9月1日～11月15日、地理的・文化的・歴史的・行政的に様々な界が入り組んだ豊島区の界に
岸井とリサーチメンバーが日々通い、「分裂（diVISION）の状態」を調査・観察。その調査報告として2013年1月15日～
2月14日に「豊島区界」を開催した。アート・歴史学・地理学などの異なる分野から区界を考える勉強会、調査の現場を巡
る散歩、界を越えて活動している方との対話、その他、調査資料を集約し展示する企画など。

「としまで子育て」  阿部初美（演出家）

演劇的手法を用いて、子育てという社会的課題を参加者とともに考える場を生み出した。浮かび上がってきたのは、それ
ぞれの時代における「生き方」、世代間ギャップとコミュニケーションの断絶。20代から60代までのワークショップ参加者
による「人生における結婚・出産・子育てをどう考えているか」のインタビュー映像を発表し、それぞれの世代が何を考えて
いるかを対話した。

「L AND PARK」  L PACK（カフェユニット）

ゆるやかな出来事を通して、公共的な場のあり方について考えるきっかけをつくり出す。

「ポットラックパーティーとしま」  EAT & ART TARO（アーティスト）  

設定したテーマに沿って飲食店や商店から食品を買い参加者たちが語り合う、持ち寄り制の“食からまちを見直す”パー
ティー。

「キッチンプロジェクト」  EAT&ART TARO（アーティスト）、 中山晴奈（フードデザイナー） 

食とアートをキーワードに、人と人、人とまちがつながる、キッチンを活用したプロジェクトを展開。

2011年

2012年－

2012年－

2012年

2011－2012年

2011年－

2011年－

写
真
右
か
ら
「M

iracle W
ater

を
つ
く
る
。」 「T

A
b

le

」 「
ポ
ッ

ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
と
し
ま
」 
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文
化
行
政
先
進
区
の
豊
島
区
と
東
京
都
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

森 
司　

東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
「
東
京
ア
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
計
画
」は
、
新
し
い
公
共
で
あ
る
N
P
O
が
文
化
事
業
を
行
う
際
の
後
方
支
援
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
協
働
す
る
中
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
打
つ
チ
ー
ム
で
は
な
く
、
常
態
と
し
て
活
動
し
て
い
る

チ
ー
ム
を
都
内
各
所
に
整
備
す
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　

都
市
に
は
、
膨
大
な
生
産
者
と
膨
大
な
消
費
者
が
い
て
も
、「
当
事
者
」が
少
な
い
。
そ
の
当
事
者
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
そ
れ
が
結
果
的
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
に
つ
な
が
っ
た
り
、
地

域
が
住
み
や
す
く
安
全
な
場
所
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
な
の
で
は
な
く
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
行
う
と
い
う
フ
レ
ー
ム
で
す
。

　

私
た
ち
は
集
客
目
的
の
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
と
い
う
よ
り
は
、
あ
く
ま
で
、
ま
ち
と
関
わ
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
つ
く
り
、
そ
の
担
い
手
に
誰
も
が
な
れ
る
こ
と
、
そ
の
ス
キ
ル
を
勉
強
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ
の

人
そ
の
人
に
と
っ
て
の
等
身
大
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
継
続
的
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
連

携
し
て
束
に
な
れ
ば
、
も
っ
と
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て

い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
具
体
的
な
活
動
が
見
え
に
く
い
し
、
大
き
な
成
果
に
た
ど
り
着
く
に
は
も
う
少
し
時

間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
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豊
島
区
の
場
合
は
、
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
ま
ち
で
、
人
々
の
流
動
性
も
高
い
な
か
、
ど
の
よ
う
な
装
置
や

シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば＂
ま
ち
デ
ビ
ュ
ー
＂、
す
な
わ
ち
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
入
っ
て
い
け
る
の
か
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。
豊
島
区
が
す
ば
ら
し
い
の
は
、
文
化
行
政
で
い
え
ば
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
、
こ
の

ま
ま
施
策
を
押
し
進
め
る
だ
け
で
、
何
ら
問
題
は
な
い
と
こ
ろ
を
、
あ
え
て「
そ
の
先
」を
目
指
し
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
を
、
新
し
い
事
業
と
し
て
生

み
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
区
が
文
化
政
策
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
の
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
豊
島
区
の
財
産
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
、
10
年
間
の
蓄
積
で
あ
り
、
成
果

だ
と
思
い
ま
す
。

　

時
代
の
空
気
は
今
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
に
、
ス
モ
ー
ル
バ
ジ
ェ
ッ
ト
で
で
き

る
自
発
的
な
活
動
、
お
金
を
か
け
ず
工
夫
を
し
て
楽
し
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
切
り
ひ
ら
き
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
シ
ェ
ア
ワ
ー

キ
ン
グ
な
ど
、
シ
ェ
ア
と
い
う
概
念
を
も
つ
人
た
ち
が
数
年
も
す
る
と
増
え
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
、
と
し
ま

ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
の
論
理
は
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
が
な
い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
シ
ェ
ア
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
い
う
感
覚
を
当
た
り
前
に
も
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
ま
ち
の
中
で
の
新
し
い
活
動
を
し
よ
う
と
い

う
時
に
と
し
ま
ア
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
構
想
と
出
会
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

3
年
目
を
迎
え
る
2
0
1
3（
平
成
25
）
年
度
は
、
こ
の
活
動
を
も
う
少
し「
見
え
る
」も
の
に
し
、
検
証
し
、

さ
ら
に
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

も
り
・
つ
か
さ

1
9
6
0
年
愛
知
県
生
ま
れ
。

（
公
財
）
東
京
都
歴
史
文
化
財

団
東
京
文
化
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
室
地
域
文
化
交
流
推
進
担

当
課
長
。
水
戸
芸
術
館
現
代

美
術
セ
ン
タ
ー
学
芸
員
を
経
て
、

2
0
0
9
年
「
東
京
ア
ー
ト
ポ

イ
ン
ト
計
画
」
の
立
ち
上
げ
か

ら
関
わ
り
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
N
P
O
等
と
協
働
し
た

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画

運
営
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
手
が
け
る
。
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豊
島
区
ゆ
か
り
の
マ
ン
ガ
文
化
の
発
信
事
業

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
を
め
ぐ
る
﹁
む
か
し
﹂
と
﹁
い
ま
﹂
が
交
錯
す
る
豊
島
区

　

海
外
で「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
日
本
の
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
文
化
。
多
く
の
作
品

が
世
界
各
国
で
翻
訳
・
放
送
・
上
映
さ
れ
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も
、
マ
ン
ガ
家
の
人

生
を
取
り
上
げ
た
ド
ラ
マ
や
映
画
、
舞
台
な
ど
が
話
題
に
な
っ
た
り
、
作
品
の
舞
台
を
訪
れ
る＂
聖
地
巡
礼
＂も
盛

ん
で
、
全
国
で
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
ま
ち
お
こ
し
が
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

　

豊
島
区
は
、
戦
後
の
混
乱
が
ま
だ
残
る
昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
マ
ン
ガ
作
品
の
創
作
拠
点
と
な
っ
た
地
で
し
た
。

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
の
子
ど
も
向
け
雑
誌﹃
少
年
倶
楽
部
﹄に「
冒
険
ダ
ン
吉
」を
連
載［
1
9
3
3（
昭
和
8
）年
6
月

号
～
39（
昭
和
14
）年
7
月
号
］し
、
人
気
マ
ン
ガ
家
と
な
っ
た
島
田
啓
三
主
宰
の「
東
京
児
童
漫
画
会
」（
※
2
）
が
池
袋
周
辺

で
発
足
し
た
こ
と
も
あ
り
、
新
旧
マ
ン
ガ
家
た
ち
が
多
く
集
い
ま
し
た
。
そ
の
後
継
と
な
る「
日
本
児
童
漫
画
会
」

に
は
、
南
長
崎
地
域
に
あ
っ
た
ト
キ
ワ
荘
ゆ
か
り
の
マ
ン
ガ
家
で
あ
る
手
塚
治
虫
を
は
じ
め
、
石
ノ
森
章
太
郎
、
赤

塚
不
二
夫
、
藤
子
不
二
雄
Ⓐ
、
藤
子
・
F
・
不
二
雄
ら
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
千
早
地
域
に
は﹃
鉄
人
28
号
﹄﹃
魔
法
使
い
サ
リ
ー
﹄で
知
ら
れ
る
横
山
光
輝
が
居
住
、
さ
ら
に
手
塚
治
虫

は
区
内
の
雑
司
が
谷
に
仕
事
場
を
移
し
、
創
作
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
池
袋
は
秋
葉
原
、
中
野
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
な
ど
と
並
ぶ
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
の
メ
ッ
カ
と
し
て

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
の
西
側
に
は
、
女
性
を
対
象
と
し
た
ア
ニ
メ
グ
ッ
ズ
や
同
人
誌
を
扱

※
1 

1
9
5
7（
昭
和
27
）
年
椎
名

町
5
丁
目
2
2
5
3
番
地
（
現
・

南
長
崎
三
丁
目
）
に
建
て
ら
れ

た
ア
パ
ー
ト
。
名
前
の
由
来
は

当
時
の
大
家
・
天
野
和
喜
次

（
と
き
じ
）
氏
の
名
前
に
ち
な

ん
だ
も
の
と
い
う
。
翌
年
、
児

童
マ
ン
ガ
雑
誌
「
漫
画
少
年
」

を
発
行
し
て
い
た
学
童
社
の
編

集
者
・
加
藤
宏
泰
が
入
居
し
た

こ
と
か
ら
、
手
塚
治
虫
を
は
じ

め
、
多
く
の
マ
ン
ガ
家
が
入
居
。

82（
昭
和
52
）
年
、
建
物
の
老

朽
化
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
、
そ

の
後
改
築
さ
れ
た
建
物
も

2
0
0
0（
平
成
12
）
年
に
取

り
壊
し
と
な
り
、
跡
地
に
は
日

本
加
除
出
版
株
式
会
社
の
社
屋

が
建
っ
て
い
る
。

※
2

東
京
児
童
漫
画
会

1
9
5
1
（
昭
和
26
）
年
頃
に

島
田
啓
三
氏
の
提
案
で
発
足

し
た
マ
ン
ガ
家
に
よ
る
同
人
団

体
。
児
漫
長
屋
と
称
し
マ
ン

ガ
催
事
の
企
画
な
ど
を
行
っ
た
。

1
9
5
9
（
昭
和
34
）
年
日
本

児
童
漫
画
会
に
改
名
。
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う
店
舗
が
集
積
し
、「
乙
女
ロ
ー
ド
」と
呼
ば
れ
ひ
と
つ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

﹁
ト
キ
ワ
荘
﹂
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
活
発
化

　

豊
島
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
で
ト
キ
ワ
荘
に
関
連
す
る
展
覧
会
を
3
回
開
催（
※
3
）
し
、
中
央
図

書
館
に
ト
キ
ワ
荘
関
連
の
書
籍
を
集
め
た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
、
2
0
0
8（
平
成
20
）年
か
ら
ト
キ
ワ
荘
の
あ
っ
た
南

長
崎
三
丁
目
周
辺
地
域
と
協
働
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
ト
キ
ワ
荘
の
文
化
を
継
承
す
る
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
0
9
（
平
成
21
）年
4
月
、
豊
島
区
立
南
長
崎
花
咲
公
園
に
、
記
念
碑「
ト
キ
ワ
荘
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
」が
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
豊
島
区
文
化
観
光
課
と
デ
ザ
イ
ン
や
設
置
に
関
す
る

検
討
を
重
ね
実
現
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
が
母
体
と
な
っ
て
、
同
年
10
月
の
郷
土
資
料
館
で
の
企
画
展「
ト
キ
ワ
荘

の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
～
マ
ン
ガ
に
か
け
た
青
春
」開
催
時
に
は
、「
ト
キ
ワ
荘
通
り
・
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
制
作
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
※
4
）。
翌
10（
平
成
22
）

年
8
月
に
は
、
目
白
二
又
通
り
商
店
会
と
南
長
崎
ニ
コ
ニ
コ
商
店
街
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
ト
キ
ワ
荘
通
り
」を
刊
行
。

12（
平
成
24
）年
4
月
に
は「
ト
キ
ワ
荘
」の
跡
地
で
あ
る
日
本
加
除
出
版
株
式
会
社
の
敷
地
内
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
13（
平
成
25
）年
度
に
は
、
観
光
客
の
た
め
の「
お
休
み
処
」を
設
置
し
、
ト
キ
ワ
荘
の
ジ
オ

ラ
マ
を
展
示
す
る
予
定
で
す
（
※
5
）。

※
3

1
9
8
6（
昭
和
61
）
年
、
98

（
平
成
10
）年
、09（
平
成
21
）年

※
4

こ
の
時
初
め
て
、
赤
塚
不
二
夫

が
暮
ら
し
た
ト
キ
ワ
荘
近
く
の

ア
パ
ー
ト
「
紫
雲
荘
」
が
特
別

公
開
さ
れ
た
。

記
念
碑
「
ト
キ
ワ
荘
の
ヒ
ー

ロ
ー
た
ち
」
（
写
真
右
）。
ト

キ
ワ
荘
跡
地
に
設
置
さ
れ
た
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト（
写
真
左
）
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紫
雲
荘
・
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　ト
キ
ワ
荘
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
受
け
継
ぐ

　
「
ト
キ
ワ
荘
通
り
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
2
0
1
1
（
平
成
23
）
年
6
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、

「
紫
雲
荘
・
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
す
。
紫
雲
荘
は
ト
キ
ワ
荘
の
斜
め
向
か
い
に
位
置
す
る
築
54
年
の
木
造
二
階

建
て
ア
パ
ー
ト
。
売
れ
っ
子
に
な
っ
た
赤
塚
不
二
夫
が
、
ト
キ
ワ
荘
だ
け
で
は
手
狭
と
な
り
、
仕
事
場
兼
寝
室
と
し

て
借
り
た
も
の
で
、
今
も
現
存
し
ま
す
。
こ
の
2
階
部
分
の
部
屋
を
、
マ
ン
ガ
家
を
目
指
す
若
者
に
一
部
家
賃
を
補

助
し
て
貸
し
出
し
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
応
援
し
よ
う
と
、
全
国
か
ら
入
居
者
を
募
集
。
現
在
は
面
接
で
選
抜
さ
れ
た
、

漫
画
家
を
目
指
し
て
い
る
福
田
健
太
朗
さ
ん
と
枝
作
さ
ん（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）、
先
に
住
ん
で
い
た
プ
ロ
の
漫
画
家
・
桐

木
憲
一
さ
ん
の
三
人
が
ひ
と
つ
屋
根
の
下
で
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

紫
雲
荘
を
訪
ね
る
と
郵
便
受
け
に
は「
赤
塚
」の
文
字
。
2
、
3
ヵ
月
に
一
度
、
不
定
期
で
行
わ
れ
る
紫
雲
荘
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
時
に
の
み
、
当
時
を
再
現
し
た
赤
塚
不
二
夫
の
居
室
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
賛
同
し
た
マ
ン
ガ
家
の
先
生
方
の
お
話
を
間
近
で
伺
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
主
の
大
山
朱
実
さ
ん
は「
こ
の
ア
パ
ー
ト
は
97
歳
で
亡
く
な
っ
た
母
の
遺
言
で
、
ず
っ
と
残
す
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
小
さ
な
時
か
ら
、
赤
塚
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
て
育
ち
ま
し
た
。
こ
こ
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
に
は
、
頑
張
る
人
を
支
え
る
空
気
が
あ
り
ま
す
。
効
率
化

さ
れ
た
社
会
の
中
で
ぽ
っ
と
空
い
た
場
所
と
い
う
か
、
プ
ロ
の
方
も
こ
こ
に
来
る
と
、
原
点
に
戻
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
世
代
を
超
え
た
交
流
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※
5 

ジ
オ
ラ
マ
制
作
費
や
資
料
収
集

費
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
た
寄
付
に
よ
る
マ
ン

ガ
基
金
で
ま
か
な
う

今
も
当
時
の
面
影
を
残
す
紫
雲

荘
の
外
観
と
、
家
主
の
大
山
朱

実
さ
ん
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地
域
が
つ
な
が
り
、
世
代
が
つ
な
が
り
、
輪
が
広
が
る

マ
ン
ガ
家
・「
ト
キ
ワ
荘
通
り
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」ス
タ
ッ
フ 

桐
木
憲
一
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
「
週
刊
漫
画
ゴ
ラ
ク
」（
日
本
文
芸
社
）に
連
載
中
の「
東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー
ガ
ー
ル
」で「
ト
キ
ワ
荘
通
り
」を
取

り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
取
材
が
き
っ
か
け
で「
ト
キ
ワ
荘
通
り
協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」事
務
局
長
の

小
出
幹
雄
さ
ん
と
知
り
合
い
、
マ
ン
ガ
家
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
活
動
に
参
加
し
ま
し

た
。
紫
雲
荘
・
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
話
を
聞
き
、「
住
ん
だ
ほ
う
が
早
い
」と
思
っ
て
引
っ
越
し
て
き
た
ん

で
す
。
集
英
社
の
赤
塚
不
二
夫
賞
で
デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
縁
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

住
ん
で
み
た
ら
、
都
会
の
真
ん
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
と
人
情
が
残
っ
て
い
る
。
本
当
に

面
白
い
場
所
だ
と
思
い
ま
し
た
し
、
何
か
で
き
そ
う
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の
1
年
半
の
間
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
る
う
ち
、
老
若
男
女
、
地
域
外
か
ら
も

人
が
集
ま
っ
て
、
輪
が
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
、
ひ
と
り
で

は
で
き
な
い
こ
と
、
集
ま
る
こ
と
で
何
か
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
、
可
能
性
を
探
し
て
い
る
。
こ
こ

か
ら
、
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
と
み
ん
な
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

　

や
は
り
、
ト
キ
ワ
荘
と
い
う
象
徴
的
な
存
在
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で
す
ね
。
当
時
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
作
品

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
読
ん
で
い
た＂
第
二
世
代
＂の
マ
ン
ガ
家
の
先
生
方
が
、
話
を
し
た
い
と
言
っ
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
た
と
え
ば﹃
キ
ン
肉
マ
ン
﹄の
ゆ
で
た
ま
ご（
嶋
田
隆
司
）先
生
も
そ
の
お
一
人
。
僕
た
ち
は
夢
中
で﹃
キ

き
り
き
・
け
ん
い
ち

マ
ン
ガ
家
、「
ト
キ
ワ
荘
通
り

協
働
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ス
タ
ッ
フ
。

1
9
7
6
年
山
口
県
生
ま
れ
。

91
年
、「
な
な
せ
君
の
バ
カ
」
で

「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」
ホ
ッ
プ

☆
ス
テ
ッ
プ
賞
入
選
。
「
週
刊

漫
画
ゴ
ラ
ク
」
で
「
東
京
シ
ャ
ッ

タ
ー
ガ
ー
ル
」
を
連
載
中
。
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ン
肉
マ
ン
﹄を
読
ん
で
い
た
世
代
で
す
か
ら
、
夢
の
よ
う
で
す
。

　

今
後
も
、
ト
キ
ワ
荘
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。
す
ぐ
に

は
無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
変
わ
り
ゆ
く
ま
ち
の
姿
や
僕
た
ち
の
活
動
を
、
マ
ン
ガ

で
残
せ
た
ら
⋮
⋮
。
い
ず
れ
現
代
の﹃
紫
雲
荘
物
語
﹄が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＂
マ
ン
ガ
の
鉄
人
＂
横
山
光
輝
と
豊
島
区
の
関
わ
り

　

子
供
向
け
マ
ン
ガ
の「
鉄
人
28
号
」か
ら
中
国
古
典
文
学
を
題
材
と
し
た「
三
国
志
」に
至

る
ま
で
幅
広
い
世
代
に
作
品
が
読
ま
れ
て
い
る
横
山
光
輝
は
、
1
9
6
0（
昭
和
35
）年
に
千
早
に
居
を
構
え
て
以
降
、

69
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
の
45
年
間
、
豊
島
区
に
居
住
し
、
作
品
を
つ
く
り
続
け
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
方
々
に
横
山

作
品
に
接
し
て
ほ
し
い
と
い
う（
株
）光
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
協
力
に
よ
り
、
豊
島
区
立
千
早
図
書
館
で
は
、

著
作
マ
ン
ガ
の
貸
出
・
閲
覧
の
ほ
か
、
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
は
代
表
作
の
レ
プ
リ
カ
や
玩
具
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
12（
平
成
24
）年
に
は
豊
島
区
制
施
行
80
周
年
を
記
念
し
て
、「
魔
法
使
い
サ
リ
ー
」「
バ

ビ
ル
2
世
」「
仮
面
の
忍
者
赤
影
」の
主
人
公
た
ち
に
特
別
住
民
票
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

雑
司
が
谷
・
並
木
ハ
ウ
ス
近
く
に
﹁
雑
司
が
谷
案
内
処
﹂
を
開
設

　

雑
司
が
谷
エ
リ
ア
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
た
め
に
区
が
開
設
し
た
観
光
案
内
所「
雑
司
が
谷
案
内
処
」。

子
母

神
参
道
に
面
し
た「
並
木
ハ
ウ
ス
ア
ネ
ッ
ク
ス（
別
館
）」（
※
6
）
の
一
部
を
豊
島
区
が
借
り
上
げ
た
も
の
で
す
。
手
塚
治

豊
島
区
立
千
早
図
書
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
高
さ
１
．３
メ
ー

ト
ル
の
「
鉄
人
28
号
」

横
山
光
輝
作
品
・
特
別
住
民
票

１
部
4
0
0
円（
税
込
）。
オ
リ

ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
つ
き
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虫
氏
が
ト
キ
ワ
荘
か
ら
移
り
住
ん
だ「
並
木
ハ
ウ
ス
」は
、
こ
の

横
の
脇
道
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
並
木
ハ
ウ
ス
は

1
9
5
3（
昭
和
28
）年
竣
工
の
木
造
モ
ル
タ
ル
2
階
建
て
の
ア
パ

ー
ト
。
今
も
現
役
で
10
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
す（
見
学
不
可
）。

手
塚
氏
は
54（
昭
和
29
）年
か
ら
3
年
間
を
こ
こ
で
過
ご
し
、「
鉄
腕
ア
ト
ム
」「
リ
ボ
ン
の
騎
士
」「
火
の
鳥
」が
生
ま

れ
ま
し
た
。

子
母
神
散
策
の
折
に
は
、
ぜ
ひ
訪
れ
た
い＂
聖
地
＂で
す
。

「
雑
司
が
谷
案
内
処
」。
２
階

に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
。

開
館
時
間
：
10
時
30
分
～
16
時

30
分

休
館
日
：
毎
週
木
曜
日（
た
だ
し

祝
日
の
場
合
は
開
館
）、
年
末

雑
司
が
谷
の

子
母
神
周
辺

地
域
の
商
店
会
と
マ
ン
ガ
文
化

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
N
P
O
法
人
が
主
体
と
な
っ

た
制
作
実
行
委
員
会
に
よ
る

M
A
P

※
6 

並
木
ハ
ウ
ス
別
館
は
1
9
3
3

（
昭
和
8
）
年
の
建
築
。
東
京

文
化
教
材
社
と
い
う
模
型
飛
行

機
の
会
社
の
工
場
だ
っ
た

ア
ニ
メ
イ
ト
池
袋
本
店
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

2
0
1
2
（
平
成
24
）年
11
月
17
日
、
池
袋「
乙
女
ロ
ー
ド
」の
中
核
を
な
す
ア
ニ
メ
グ
ッ
ズ
店
ア
ニ
メ
イ
ト
池
袋

本
店
が
豊
島
区
役
所
本
庁
舎
の
す
ぐ
そ
ば
に
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
2
階
に
は
ラ
ジ
オ
収
録

が
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
が
常
設
さ
れ
、
9
階
に
は
ア
ニ
メ
系
イ
ン
ス
ト
ア
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
は
関

東
で
最
大
級
の
ア
ニ
メ
イ
ト
ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
一
層「
発
信
」に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

株
式
会
社
ア
ニ
メ
イ
ト
代
表
取
締
役
会
長
の
髙
橋
豊
氏
は「
新
し
い
店
舗
で
は
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
仕
掛

け
が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。
店
舗
の
周
辺
が
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
通
り
に
な
る
と
う
れ
し
い
。
ト
キ
ワ
荘
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
豊
島
区
の
文
化
を
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
と
て
も
大
事
。
一
企
業
と
し
て
地
域
の
発
展
や
に

ぎ
わ
い
の
創
出
に
ご
協
力
し
た
い
」と
今
後
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
す
。
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お
お
つ
か
音
楽
祭　

生
の
音
楽
に
触
れ
る
こ
と
で
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

　

2
0
0
9
（
平
成
21
）年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
お
お
つ
か
音
楽
祭
」は
、
J
R
大
塚
駅
近
く
の
大
塚
駅
南
口
盛
和
会
、

大
塚
商
興
会
、
サ
ン
モ
ー
ル
大
塚
商
店
街
振
興
組
合
の
3
つ
の
商
店
街
の
青
年
部
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
結
成

さ
れ
た「
南
大
塚
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
活
動
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。（
※
）

　

大
塚
に
は
20
数
カ
所
も
の
音
楽
ラ
イ
ブ
の
お
店
や
ス
タ
ジ
オ
が
あ
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
集
い
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
、

ロ
ッ
ク
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ン
ル
も
さ
ま
ざ
ま
。
こ
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
情
報

や
施
設
、
人
材
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
音
楽
文
化
発
信
地
と
し
て
の
大
塚
の
ま
ち
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
か
と
の

発
想
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
単
に
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
連
携
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
商
店
街
や
公
共
施
設
も
一

体
と
な
り
、
地
域
住
民
・
地
域
団
体
や
企
業
、
多
く
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
協
力
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
あ
る
地
域
資
源
に
注
目
し
実
績
を
積
む

　

隣
接
す
る
池
袋
や
巣
鴨
と
比
べ
る
と
、
話
題
性
に
欠
け
る
き
ら
い
の
あ
る
大
塚
の
ま
ち
。
実
行
委
員
会
の
事
務
局
、

城
所
信
英
さ
ん
は「＂
な
い
も
の
ね
だ
り
＂で
は
な
く＂
あ
る
も
の
さ
が
し
＂を
ま
ち
づ
く
り
の
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
い
ま

す
。
文
化
的
要
素
は
、
人
を
つ
な
げ
る
も
の
、
ま
ち
の
絆
と
し
て
必
要
」と
話
し
ま
す
。
音
楽
ソ
フ
ト
や
プ
レ
ー
ヤ

ー
な
ど
音
楽
を
聴
く
環
境
が
変
化
し
、
音
楽
を
聴
く
こ
と
が
閉
鎖
化
、
個
人
化
す
る
な
か
、
本
来
、
時
間
と
空
間
の

無
料
コ
ン
サ
ー
ト
。
大
塚
に
は

プ
ロ
・
ア
マ
合
わ
せ
て
２
つ
の

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
が
あ
る

南
大
塚
地
域
文
化
創
造
館
で
の

ロ
ビ
ー
ラ
イ
ブ
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芸
術
で
あ
る
音
楽
は
、
連
帯
感
を
伴
っ
た
人
間
的
な
文
化
で
あ
り
、
ゆ
る
い
空
気
が
流
れ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
ズ
の

ま
ち
・
大
塚
だ
か
ら
こ
そ
、
音
楽
は
街
角
で
輝
い
て
あ
ふ
れ
出
す
か
も
し
れ
な
い
、
と
。

　

数
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
音
楽
祭
は
、
南
大
塚
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
天
祖
神
社
や
地
元
企
業
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

な
ど
、
ま
ち
の
至
る
と
こ
ろ
で
多
様
な
音
楽
に
触
れ
ら
れ
る「
ま
ち
か
ど
ラ
イ
ブ
」や
、
チ
ケ
ッ
ト（
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
）

を
購
入
し
て
複
数
の
店
で
音
楽
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク
ル
ー
ズ
」な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
第
1
回
の
成
功
を
受
け
、
年
々
新
し
い
企
画
を
考
案
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。「
事
業
は
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で
が
大
変
で
し
た
が
、
実
績
を
積
ん
で
い
く
と
賛
同
者
や
協
賛
者
が
増
え
て
き
ま

し
た
」と
城
所
さ
ん
が
話
す
よ
う
に
、
2
0
1
2
（
平
成
24
）年
の
第
4
回
お
お
つ
か
音
楽
祭
で
は
、
都
電
荒
川
線
の

一
車
両
を
貸
し
切
っ
て
行
う「
都
電
ラ
イ
ブ
」を
開
催
。
乗
客
約
30
名
を
乗
せ
、
午
前
11
時
30
分
に
大
塚
駅
を
出

発
、
三
ノ
輪
橋
駅
で
折
り
返
し
、
再
び
大
塚
駅
に
戻
る
間
、「
さ
き
こ
・
や
ぎ
り
ん
バ
ン
ド
」と「
タ
カ
ノ
ト
モ
フ
ミ
」

が
演
奏
を
披
露
。
ア
ル
パ
と
い
う
主
に
中
南
米
で
演
奏
さ
れ
る
民
族
楽
器
の
ハ
ー
プ
や
キ
ー
ボ
ー
ド
等
を
車
内

に
持
ち
込
ん
で
の
ラ
イ
ブ
は
大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
南
大
塚
地
域
文
化
創
造
館

の
オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
と
と
も
に
、「
お
お
つ
か
音
楽
祭
2
0
1
2
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」と
、
フ
ァ
ー
ス
ト

ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　
「
お
お
つ
か
オ
リ
ジ
ナ
ル　

サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」な
ど
参
加
型
の
企
画
も
登
場
す
る
な

ど
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る「
お
お
つ
か
音
楽
祭
」。
参
加
店
だ
け
で
な
く
多
く
の
飲
食
店
に
人
々
が
立
ち
寄
り
、

商
店
街
も
ま
た
音
楽
祭
に
合
わ
せ
た
セ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

商
店
街
パ
レ
ー
ド
と
ま
ち
か
ど

ラ
イ
ブ
の
様
子

※
「
お
お
つ
か
音
楽
祭
」
は
平

成
22
年
度
、「
第
6
回
東
京
商

店
街
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
準
グ
ラ

ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。
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駒
込
・
染
井
銀
座
商
店
街
「
ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
ス
ト
リ
ー
ト
」

福
祉
+
ア
ー
ト
で
特
色
あ
る
商
店
街
に

　
「
ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
ス
ト
リ
ー
ト
」は
、
障
害
者
ア
ー
ト
作
品
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
染
井
銀
座
商
店

街
振
興
組
合
と
豊
島
区
立
駒
込
生
活
実
習
所
・
福
祉
作
業
所（
以
下
、
駒
込
施
設
）の
協
働
に
よ
り
、
2
0
1
0（
平
成
22
）

年
に
始
ま
り
ま
し
た
（
※
1
）。

　

地
域
住
民
の
高
齢
化
が
す
す
み
、
商
店
街
を
訪
れ
る
人
の
休
憩
所
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
た
染
井
銀
座
商
店
街
振

興
組
合
の
高
埜
秀
典
理
事
長
が
、
駒
込
施
設
の
齊
藤
一
紀
前
施
設
長
か
ら
、「
障
害
者
の
絵
画
展
示
と
、
空
き
店
舗

福
祉
と
産
業
に
お
け
る
文
化
活
動
の
展
開

文
化
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
、
学
生
な
ど
が
参
加
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
立
場
の
異
な

る
人
々
が
そ
の
活
動
を
通
し
て
関
係
性
を
も
ち
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
文
化
が

異
な
る
政
策
分
野
と
融
合
し
、
幅
広
い
層
の
区
民
が
文
化
と
ふ
れ
あ
う
機
会
と
な
っ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

※
1

こ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

平
成
23
年
度
の
第
７
回
東
京
商

店
街
グ
ラ
ン
プ
リ
で
準
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
。
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を
活
用
し
た
喫
茶
店
の
運
営
を
考
え
て
い
る
」と
聞
い
た
の
が
事
業
を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

商
店
街
の
協
力
店
舗
の
店
先
に
障
害
者
の
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
し
、
活
動
拠
点
と
し
て
、
空
き
店
舗
を
利
用
し
た

ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
あ
う
る
」（
※
2
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ア
ー
ト
作
品
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
駒
込
施
設
の
指
定
管
理
者
で
あ
る（
社
福
）東
京
都
知
的
障
害
者
育
成
会
や

（
財
）日
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
協
会
の
協
力
の
も
と
、
都
障
害
者
総
合
美
術
展
な
ど
の
入
賞
作
品
、
海
外
を
含
む
障
害
者
の

絵
画
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
展
示
は
屋
外
の
た
め
複
写
を
用
い
て
お
り
、
展
示
期
間
は
約
3
ヵ
月
。
店
頭
の
イ
ー
ゼ

ル
展
示
や
、
店
外
の
壁
を
利
用
し
た
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
展
示
替
え
を
行
う
ご
と
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、

商
店
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駒
込
施
設
内
に
あ
る「
ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
こ
ま
ご
め
」や「
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
あ
う
る
」で
は
、
原
画
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

3
年
目
の
2
0
1
2
（
平
成
24
）年
6
月
、「
ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
ス
ト
リ
ー
ト
」で
は
、
一
人
の
作
品
を
1
点
ず
つ
展

示
す
る
そ
れ
ま
で
の
手
法
か
ら
、
一
人
の
作
家
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
と
し
、
青
空
個
展「
安
田
光
一
展
」を
企
画
。

原
画
を
含
め
、
約
40
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
安
田
氏
は
豊
島
区
在
住
。
駒
込
福
祉
作
業
所
の
利
用
者
で
あ
り
、「
豊

島
区
障
害
者
美
術
展
」等
で
多
く
の
賞
に
選
ば
れ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
色
鮮
や
か
で
大
胆
か
つ
繊
細
な
作
品
は
、

染
井
銀
座
商
店
街
の
街
路
灯
を
飾
る
シ
ン
ボ
ル
フ
ラ
ッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
名
刺
の
台
紙
デ

ザ
イ
ン
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
続
く
7
月
か
ら
11
月
は
、
葛
飾
区
在
住
の
自
閉
症
の
画
家
・
伊
東
誠
さ
ん
の
青
空

個
展「
M
A
K
O
T
O
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
障
害
者
ア
ー
ト
に
は
独
特
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
に
作
品
に
接
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

※
2

ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
あ
う
る

障
害
者
の
地
域
社
会
へ
の
参
加

や
障
害
者
理
解
の
促
進
の
た
め

平
成
22
年
10
月
オ
ー
プ
ン
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
。
焼
き
立

て
パ
ン
の
販
売
、
喫
茶
な
ど
が

楽
し
め
る
。
障
害
者
が
制
作
し

た
雑
貨
や
絵
画
の
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
な
ど
も
販
売
し
て
い
る
。

営
業
時
間
：
午
前
10
時
30
分
～

午
後
6
時
、
水
曜
日
休
業
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是
非
、
原
画
も
見
に
来
て
ほ
し
い
」と
話
す
齊
藤
前
施
設
長
。「
こ
ん
な
殺
伐
と
し
た
時
代
だ
か
ら
、
や
さ
し
い
気

持
ち
に
な
れ
る
こ
と
を
し
た
か
っ
た
。
こ
の
商
店
街
か
ら
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
ひ
ろ
が
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」と
い

う
高
埜
理
事
長
は
、「
商
店
街
の
人
た
ち
は
み
な
商
人（
あ
き
ん
ど
）で
す
。
商
売
に
関
係
の
な
い
こ
と
に
は
で
き
る
だ

け
関
わ
り
た
く
な
い
と
い
う
の
が
心
情
。
で
す
か
ら
、
ま
ち
お
こ
し
を
す
る
際
、
商
店
街
の
人
た
ち
の
手
を
煩
わ
せ

な
く
て
も
よ
い
仕
組
み
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
目
先
の
商
売
だ
け
で
は
、
ま
ち
の
将
来
の
夢
が
な
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、文
化
の
視
点
を
加
え
よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
で
、﹃
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
あ
う
る
﹄

が
人
の
集
う
場
所
に
な
り
ま
し
た
し
、
商
店
街
が
協
力
的
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、﹃
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
あ
う
る
﹄

を
運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
約
30
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
駒
込
を
ア
ー
ト
の
ま
ち
と
し
て
い

き
た
い
」と
語
り
ま
す
。

　

い
ま
、
障
害
者
ア
ー
ト
作
品
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

活
動
を
推
進
す
る
動
き
が
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
（
※
3
）。「
ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト
ス
ト
リ
ー
ト
」の
発

展
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

※
3

障
害
の
あ
る
人
た
ち
の
芸
術
活

動
を
推
進
す
る
動
き

日
本
で
は
N
P
O
法
人
エ
イ
ブ

ル・ア
ー
ト・ジ
ャ
パ
ン
や
、
ボ
ー

ダ
レ
ス
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
N
O

－

M
A
（
滋
賀
県
近
江

八
幡
市
）
の
活
動
、
ア
ー
ツ
千

代
田
3
3
3
1
（
東
京
都
千
代

田
区
）
の
「
ポ
コ
ラ
ー
ト
全
国

公
募
展
」
な
ど

（
写
真
上
）
「
ベ
ー
カ
リ
ー
カ

フ
ェ
あ
う
る
」
の
店
内

（
写
真
下
）
ふ
れ
あ
い
ア
ー
ト

ス
ト
リ
ー
ト
を
視
察
す
る
高
野

之
夫
区
長
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　世界中の大都市はどこも同じようになってしまった。何時でも用途を変えられる超高層

ビル、ブロック化した再開発。最新の情報を最大限に、最速でというウェブ社会の価値観

が、人間の動きと、空間に貫徹している。一人ひとりの身体と五感は衰弱し、鈍くなった。

私たちはマーケティングで計られる平均的人間、員数に成り果て、階層は分析化し、決し

て交わることのない世界の情報に翻弄され、それを消費して日々を送っている。競争と興

奮、刺激、大量の消費はあるが、そこには冷たい、人間の無関心がある。

　一人ひとりの本能は田舎を求めている。空間的な旅の向こうにある時間を遡行する旅を

求めている。では、この都市は？

　池袋は、ブレードランナーの世界になりつつある現代東京のなかで、まだ一人ひとりが

生きる可能性がある街に私には感じられてきた。芝居や美術への関心はモノづくりの現場

がもつエネルギーの存在を感じさせてくれる。

　ヨーロッパ精神の華であるルネサンスは、研究する、協働する、工夫する素地をもった

中世から生まれたと指摘した批評家がかつていたが、彼は日本、東京という幻想の共同体

を想定したわけではなく、具体的な地域のなかで創り上げるアレヤコレヤから始めるしか

ないと小さなサロンに拘った。

　ノッペラとし、ただ効率的なだけを目指して、落ち転がり続ける地域の奇蹟のような東

京にあって、地域ごとに特色をもって動いてきた豊島区の諸地域が、それぞれがもつ固有

時の鼓動を丁寧に聴くことが大切だと思う。

一人ひとりが生きる可能性のある街
̶それぞれの鼓動を聴く

アートディレクター　北川フラム
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